
二輪でつなぐ空知の道
列を作り軽快にペダルをこぐサイクリストたち

（8 月 19 日：17 頁参照）
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町
内
中
心
部
に
あ
る
マ
チ
の
情
報
発

信
拠
点
、「
ま
ち
の
駅
『
栗
夢
プ
ラ
ザ
』」

が
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
号
で
は
、
ま
ち
の
駅
の

概
要
と
と
も
に
、
現
駅
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
、
今
後
の
商
店
街
の
話

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

栗
夢
プ
ラ
ザ
は
、
駅
前
通
り
商
店
街

協
同
組
合
や
栗
山
商
工
会
議
所
、
町
な

ど
が
、
町
内
中
心
部
に
開
設
を
企
画
。

同
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
平

成
20
年
６
月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
経

て
、
同
年
７
月
に
本
格
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
屋
内
約
２
０
０
㎡
で
、
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
が
飲
め
る
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
栗
山
名
物
の
菓
子
や
旬
の
野
菜

な
ど
特
産
品
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
駅
と
は
、
無
料
の
観
光
案
内

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー（
東
京
都
）が
設
置
を
推
進
。

平
成
10
年
か
ら
長
野
県
で
設
置
が
始
ま

り
、
同
プ
ラ
ザ
は
平
成
20
年
11
月
に
道

内
で
３
番
目
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
、
ま
ち
の
駅
は
道
内
に
８
カ
所
、

全
国
に
約
１
７
０
０
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

同
プ
ラ
ザ
の
開
設
時
か
ら
続
く
名
物

イ
ベ
ン
ト
が
、
夜
に
手
打
ち
そ
ば
や
お

で
ん
、
生
ビ
ー
ル
な
ど
を
飲
食
し
な
が

ら
ビ
ン
ゴ
大
会
を
楽
し
む
「
ゆ
っ
く
り

市
」。
こ
れ
ま
で
に
71
回
開
催
し
、
８

月
10
日
に
は
豪
華
景
品
が
当
た
る
10

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
週
金
曜
日
に
は
、
町
内

の
手
打
ち
そ
ば
愛
好
会
に
よ
る
30
食
限

定
の
そ
ば
の
提
供
も
人
気
（
３
頁
下
段

参
照
）。
同
プ
ラ
ザ
の
通
算
入
場
者
数

は
平
成
23
年
に
10
万
人
、
平
成
25
年
に

20
万
人
を
突
破
し
、
昨
年
２
月
に
30
万

人
に
達
し
ま
し
た
。

　　

若
い
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

　

栗
夢
プ
ラ
ザ
10
周
年
を
迎
え
て

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
が
、「
栗
夢

プ
ラ
ザ
」
の
10
周
年
を
祝
っ
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
ゆ
っ
く
り
市
は
も
ち
ろ
ん
、
展
示

や
観
光
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
く
の
で
、
気
軽
に
足
を

運
ん
で
も
ら
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
集

う
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

商
店
街
の
課
題
と
期
待
す
る
こ
と

　

か
つ
て
は
に
ぎ
わ
い
の
あ
っ
た
駅
前

商
店
街
も
空
き
店
舗
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
駅
前
通
り
商
店
街
協
同
組
合
や

　まちの駅とは地域住民や来訪者が求め
る地域情報を提供する機能を備え、人と
人の出会いと交流を促進する拠点（駅）
の総称をいいます。

「まちの駅」とは？

約 200 人の来場があった「ゆっくり市」

【図 1】まちの駅の位置づけイメージ

栗夢プラザ設置のコンセプト
　まちの「案内人」が地域の情報を丁
寧に案内し、誰でも気軽に立ち寄るこ
とができる場所を目指しています。
　また、地域の人と来訪者の出会いや
交流を通して、町の魅力を知ってもら
うことをテーマとしています。

まちの駅「栗夢プラザ」
4 代目駅長　河合　修一さん

　まちの駅になるためには、以下の 4 点
が必要です。

必要なものは？

【図 2】まちの駅になるための必要事項

栗
夢
プ
ラ
ザ
の
役
員
た
ち
も
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
空

き
店
舗
に
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
の
開
店
を
予

定
し
て
い
る
な
ど
、
若
い
人
が
「
商
店

街
に
店
を
持
ち
た
い
」
と
、
志
を
抱
い

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
加
盟
店
会

主
催
の
「
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
」
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
商
店
街
の
若
手
と
町
職

員
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
続
け

て
い
る
、人
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
若
い
人
が
ど
ん
ど
ん

商
店
街
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
関
わ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
の
イ
ベ
ン
ト

◇
消
費
者
協
会
パ
ネ
ル
展

　

９
月
８
日
㈯
～
15
日
㈯

◇
救
急
の
日
特
別
講
座

　
９
月
11
日
㈫　

午
前
10
時
半
～
11
時
半

◇
秋
ま
つ
り
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
催
し
物
」

　

９
月
24
日
㈪
～
26
日
㈬

◇
手
打
ち
そ
ば
の
日
（
限
定
30
食
）

　

９
月
７
・
14
・
21
・
28
日（
毎
週
金
曜
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

　

☎
�
５
５
１
５

町
の
観
光
拠
点
と
し
て
発
展

現
駅
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

10 周年今年で

まちの駅「栗夢プラザ」



名簿登録の対象者
　自宅で生活している方で、施設や病院
などに長期入所・入院していない、次の
いずれかに該当する方
①要介護認定 1 ～ 5 を受けている方
②身体障害者手帳 1 種 1・2 級の交付を

受けている方
③療育手帳の交付を受けている方
④精神障害者保健福祉手帳 1・2 級の交

付を受けている方
⑤その他支援を必要とする方（一人暮ら

しの高齢者などで希望する方）

住んでいて安心できる
まちづくりのために
避難行動要支援者名簿

　

本
町
で
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
際
、
避
難
時
に
特
に
支

援
を
必
要
と
す
る
方
の
情
報
を
共
有
す

る
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
は
、
南
空
知
消
防
組
合
消

防
署
、
栗
山
警
察
署
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
町
内
会
・

自
治
会
へ
提
供
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
関

係
づ
く
り
や
防
災
活
動
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

左
記
の
「
名
簿
登
録
の
対
象
者
」
に

該
当
し
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
名
簿
は
年
に
２
回
更
新
（
次

回
は
11
月
を
予
定
）
し
、
各
関
係
機
関

な
ど
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

【問い合わせ】
　町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

道

学校

市町村

地域

防災関係
機関等

学校・地域・行政の連携による地域防災力
の向上が期待されます。

　

栗
山
小
学
校
で
は
今
年
度
、
北
海
道

か
ら
「
１
日
防
災
学
校
モ
デ
ル
校
」
の

指
定
を
受
け
て
「
く
り
っ
子
防
災
教
室

兼
１
日
防
災
学
校
」
を
行
い
ま
す
。

　

く
り
っ
子
が
防
災
に
つ
い
て
考
え
た

り
、
体
験
し
た
り
す
る
活
動
を
自
由
に

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
防
災

に
関
す
る
講
演
は
ど
な
た
で
も
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
月　
日　
９
月
29
日
㈯

◆
場　
所　
栗
山
小
学
校

◆
内　
容
（
予
定
）

○
午
前
８
時
55
分
～
10
時
20
分

　
（
体
育
館
）

　

防
災
に
関
す
る
講
演

　

北
海
道
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

加
藤
眞
奈
美
さ
ん

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

消
防
初
期
消
火
訓
練
コ
ー
ナ
ー
、
学

級
対
抗
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
・
は
し
ご
者

搭
乗
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
関
連
車

両
展
示
コ
ー
ナ
ー
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【1 日防災学校の効果】 ○
午
前
10
時
25
分
～
11
時
20
分

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

高
所
か
ら
の
救
出
訓
練
・
避
難
実
演

見
学
、
放
水
訓
練
見
学
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、
内
容
を
変
更
し
て

行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
総
務
課
広
報
・
防
災
・
情
報
グ
ル
ー

プ　

☎
�
７
５
０
１

　

栗
山
小
学
校　

☎
�
１
１
７
９　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

土
曜
授
業

「
く
り
っ
子
防
災
教
室

兼 

１
日
防
災
学
校
」

救
急
の
日

9/
　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

９
月
９
日
㈰
か
ら
９
月
15
日
㈯
ま
で

の
１
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。

　
「
救
急
の
日
」
お
よ
び
「
救
急
医
療

週
間
」
は
、
救
急
医
療
お
よ
び
救
急
業

務
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
理
解
と
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
か
つ
、
救
急
医

療
関
係
者
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ば
に
い
る
あ
な
た
が
「
最
初
の
救

急
隊
」

　

救
急
の
日
特
別
講
座

　

病
気
や
け
が
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
身
近
な
人
が
突

然
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、
救
命
処
置
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
救
え

る
命
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
講
習
で
大
切
な
命
を
救
う
た
め

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
、
心
肺
蘇
生
法
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
日　
時

　

９
月
11
日
㈫

　

午
前
10
時
半
～
11
時
半　

◇
場　
所

　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

◇
内　
容

救
急
隊
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
、
心
肺
蘇
生
法
、
応
急
処
置
な
ど

の
講
習

　

レ
ン
タ
ル
用
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

消
防
署
で
は
、
町
内
会
行
事
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

催
時
に
発
生
し
た
心
肺
停
止
傷
病
者
の

救
命
活
動
に
備
え
る
た
め
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
申
請
方
法

　

申
請
書
（
消
防
署
備
付
）
に
必
要　

事
項
を
記
入
の
う
え
、
消
防
署
ま
で

提
出

【
問
い
合
わ
せ
】

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

９

台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
は
、
１
年

で
最
も
台
風
の
発
生
・
接
近
・
上
陸
が

多
く
な
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
台
風
に

よ
る
災
害
は
、
主
に
暴
風
・
大
雨
・
高

潮
・
高
波
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
台
風
が
発
生
す
る
と

台
風
の
位
置
や
強
さ
な
ど
の
実
況
と
３

日
先
ま
で
の
予
報
、
さ
ら
に
最
長
５
日

先
ま
で
の
台
風
の
位
置
の
予
報
を
発
表

し
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
最

新
の
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
台
風

接
近
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　

台
風
に
よ
る
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
台
風
が
接
近
す
る
前
】

◇
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
や
危
険
な
場

所
を
家
族
で
確
認
し
て
お
く

◇
非
常
用
品
や
水
の
確
保
状
態
を
確
認

す
る

◇
屋
外
の
植
木
な
ど
飛
散
し
そ
う
な
も

の
は
、
屋
内
に
片
付
け
た
り
固
定
し

た
り
し
て
お
く

◇
大
雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
災
害
、
河

川
の
氾
濫
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
低
い

土
地
、
斜
面
や
川
の
そ
ば
に
住
ん
で
い

る
方
は
早
め
の
避
難
を
検
討
す
る

◇
高
潮
に
よ
る
浸
水
や
高
波
が
岸
壁
を

越
え
て
く
る
な
ど
の
危
険
が
あ
る
の

で
、
海
岸
付
近
に
い
る
方
は
早
め
の

避
難
を
検
討
す
る

【
台
風
が
接
近
し
て
大
雨
や
暴
風
の
影

響
を
受
け
始
め
た
時
】

◇
不
要
な
外
出
は
避
け
る

◇
地
元
市
町
村
か
ら
出
さ
れ
る
避
難
指

示
（
緊
急
）
や
避
難
勧
告
、
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
な
ど
の
お

知
ら
せ
に
注
意
す
る
。
ま
た
、
指
示

な
ど
が
な
く
て
も
、
自
ら
危
険
を
感

じ
た
ら
屋
内
の
安
全
な
場
所
に
移
動

ま
た
は
避
難
す
る
。

◇
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
補
修
の
た
め
に
屋

根
に
登
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い

◇
増
水
し
た
川
や
高
波
が
打
ち
寄
せ
る

海
岸
や
防
波
堤
に
は
絶
対
に
近
づ
か

な
い

　

気
象
庁
は
、
警
報
・
注
意
報
を
発
表

し
た
と
き
に
は
、
土
砂
災
害
、
浸
水

害
、
洪
水
害
の
危
険
度
を
色
分
け
し
て

地
図
上
に
示
し
た
「
危
険
度
分
布
」
を

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

　

☎
０
１
１
（
６
１
１
）
０
１
７
０
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こ
ん
な
活
動
も
し
て
い
ま
す
！

　
◆
包
丁
研
ぎ
奉
仕
活
動

　
　
　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
）

　
◆
ふ
れ
あ
い
菜
園
づ
く
り

　
　
　
　
　
（
在
宅
支
援
部
会
）

　
◆
児
童
公
園
等
遊
具
点
検

　
　
　
　
　
（
児
童
部
会
）

　
◆
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
啓
発

　
　
　
　
　
（
生
活
向
上
部
会
）

　
◆
広
報
紙
の
発
行

　
　
　
　
　
（
広
報
部
会
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

事
務
局
（
町
福
祉
課
内
）

　

☎
�
２
２
２
２

福祉資金　福祉費
種　類 貸付対象

生 業 経 費 生業を営むのに必要な経費

技 能 習 得
関 係 経 費 資格・技能の習得などに必要な経費

住 宅 経 費 住宅の増改築や補修、災害による住宅
の修繕などに必要な経費

福 祉 用 具
経 費 福祉機器・用具の購入に必要な経費

障 が い 者 用
自 動 車
経 費

障がい者用自動車の購入に必要な経費

中 国 年 金
追 納 経 費

中国残留邦人などに係る国民年金保険
料の追納に必要な経費

療 養 関 係
経 費 けがや病気の療養などに必要な経費

介 護 関 係
経 費

介護サービス、障がい者サービスなど
を受けるのに必要な経費

教育支援資金
種　類 貸付対象

教 育 支 援
資 金

高等学校、大学などに就学するのに必
要な経費

就 学
支 度 費 上記学校への入学に際し必要な経費

総合支援資金
種　類 貸付対象

生 活 支 援 費 失業や収入の減少により、生活再建ま
での間に必要な経費

住 宅 入 居 費
住宅手当の支給対象者に対する敷金、
礼金など住宅の賃貸契約を締結するた
めに必要な経費

一 時 生 活
再 建 費

失業や収入の減少により、生活を再建
するために一時的に必要な経費

「生活福祉資金」で生活の立て直しを
　金融機関から借り入れできない低所得者世帯、
高齢者・障がい者世帯の経済的な自立と生活の安
定を図ることを目的とした貸付制度です。貸付資

金の種類によって対象要件が設定されています。
詳しくは町社会福祉協議会（☎ 72-1322）、また
はお近くの民生委員・児童委員にご相談ください。

「支え合う　住みよい社会　地域から」　　　  　栗山町民生委員児童委員協議会

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
に

暮
ら
す
方
々
の
身
近
な
窓
口
と
し
て
、

医
療
や
介
護
の
悩
み
、子
育
て
の
不
安
、

経
済
的
困
窮
そ
の
他
の
暮
ら
し
の
心
配

ご
と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
関
係
機
関
へ
の
パ
イ
プ

役
を
担
う
な
ど
、
地
域
の
誰
も
が
幸
せ

で
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
援
助

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
で
は
38
人
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
２
人
の
主
任
児
童
委
員
が
厚

生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

何
か
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
暮
ら
し
の
悩
み
・
困
り
事

◆
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と

　

住
ま
い
・
家
計
の
悩
み
な
ど

◆
育
児
・
教
育
に
関
す
る
こ
と

　

育
児
・
学
校
生
活
な
ど

◆
家
族
関
係
に
関
す
る
こ
と

　

扶
養
・
相
続
な
ど

◆
在
宅
支
援
に
関
す
る
こ
と

　

福
祉
・
介
護
・
施
設
利
用
な
ど　

ご
存
じ
で
す
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
地
域
の
身
近
な
相
談
役

🆀
民
生
委
員
は
ど
う
や
っ
て
決
め

る
の
？

🅰
地
域
の
推
薦
を
受
け
て
、
栗
山

町
民
生
委
員
推
薦
会
で
候
補

者
を
決
め
、
厚
生
労
働
大
臣
が

委
嘱
し
ま
す
。

まちづくり審議会・委員会
【申込期限】　9 月 10 日㈪  必着
【応募資格】

　町内に在住、在勤または在学されている満 18 歳以上の方
※３機関以上の町の審議会・委員会などの委員の方は応募できません。

【応募方法】
　専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出
※申込書は下記申込先でお渡しするほか、町ホームページからもダウンロードで

きます。
※申込書の提出は、郵送、FAX、E メールいずれかでお願いします。
※申込書は返却しません。

【決定方法】　申込書による書類選考および面談

共
　
通
　
事
　
項

募
集

町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などを公募しています

中
北海道栗山高等学校支援検討委員会委員

　栗山高等学校に在学している生徒の資質向上などを目的とした具体的な支援内容を検討するた
め、次のとおり委員を募集します。

【公募人数】　2 人（総委員数 12 人以内）
【任　　期】　委嘱のあった日から平成 32 年３月 31 日まで（2 年間）
【会議など】　年 5 回程度。ただし、今年度は 10 月中旬までに 4 回程度を予定

　　　　　　※この会議は、原則公開です。また、謝礼はありません。
【申込先・問い合わせ】

　町教育委員会学校教育グループ
　☎ 72-1117　FAX72-6522　Ｅメール gakkoukyouiku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

栗山町政策評価委員会

　町では、町民が参画する事業評価の仕組みとして「政策評価委員会」を設置し、町民視点に立っ
た主要事業の評価、改善につなげる取り組みを実施しています。町が行っている事業の評価を
行っていただく委員を募集します。

【公募人数】　1 人（総委員数 5 人以内）
【任　　期】　委嘱のあった日から平成 32 年３月 31 日まで（2 年間）
【会議など】　会議を 9 月から 2 月まで計 6 回程度、平日の夜間に開催を予定
（スケジュール）

9 月　制度学習、評価対象事業選定および事前学習
10 月～ 12 月　評価事業ヒアリングおよび評価、総合判定評価および改善検討
2 月　評価結果に基づく新年度予算反映状況の報告
※この会議は、原則公開です。また、会議 1 回の出席につき 4,000 円の報酬があります。

【申込先・問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ
　☎ 73-7502　FAX72-3179　Ｅメール tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp
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「 第 9 回 な ま ら う ま い っ

しょ！グランプリ」で優勝！

　８月６日「サマーベースボールフェスティバル」が
栗山町民球場で開催されました。
　「サマーベースボールフェスティバル」は、北海道
日本ハムファイターズ誕生 15th プロジェクトの一つ
として、野球を通して地域活性化に貢献しようと初め
て企画された事業です。８月３日からの４日間、空知
の４市町（三笠市・夕張市・岩見沢市・栗山町）で、イー
スタン・リーグ公式戦などが行われました。
　栗山町では、ファイターズ・ファーム（2 軍）と北
海道社会人・大学選抜の試合が行われました。町内外
から訪れた 2,065 人には応援大使グッズが配布され、
野球観戦はもちろん、選手との交流や会場内のフード
パークで提供されていた本格的なイタリアンなどを楽
しんでいました。
　試合の結果は、ファイターズ・ファーム（2 軍）が
最終回に逆転し、サヨナラ勝利を飾りました。
　試合終了後、選手が控室から移動する際は、清宮選
手をはじめとする、ファイターズ選手の登場を待って
いた多くのファンが大歓声で迎え、バスへ乗り込む選
手を見送っていました。

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ
　☎ 73-7502

　北海道 179 市町村応援大使の連動企画として、7 月
27 日から 29 日までの３日間、札幌ドームオープンテ
ラスで開催された「第９回なまらうまいっしょ！グラ
ンプリ」で栗山町の「くりやまコロッケ」（北海道三
富屋）がグランプリに輝きました！
　グランプリは、来場者の投票で決定し、最終日の
29 日、試合前に行われたセレモニーでは同大会委員
長の栗山英樹監督からトロフィーと記念品の王冠が贈
られました。

7月27日　～ 29日

8月6日　サマーベースボールフェスティバル開催

岩見
沢

沼ノ
端

志
文

栗
沢

栗
丘

栗
山

由
仁

三
川

古
山

追
分

安
平

早来

遠浅

苫小
牧

糸井

【栗山町】　くりやま味覚まつり
　栗山天満宮例大祭と同時開
催。くりやまグルメが堪能で
きます。

【日程】　
9 月 24 日（月・祝）～ 26 日㈬

【問い合わせ】☎ 72-1278

№ 6

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！　秋の JR 室蘭線沿線は、海の幸に山の幸、ワインに農産物など、

今しか味わえないおいしさがいっぱい。ご家族、ご友人と、のん
びり、ゆっくりと 1 日かけて、列車での旅はいかがでしょうか。

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

室蘭線の秋は、　　　　　　　がいっぱいおいしさ

【岩見沢市】　いわみざわ百
ひゃっ

餅
ぺい

祭り
　今年で 36 回目となる百餅祭り。秋の実り
に感謝し、五穀豊穣、商売繁盛などを祈願す
るお祭り。世界一の大臼と
杵でつく餅つきは圧巻です。

【日程】　9 月 15 日㈯
 　　　  　　～ 17 日（月・祝）

【問い合わせ】　実行委員会
☎ 0126-22-3470
※ 9 月 16 日㈰のみ、JR ヘルシーウォーキン
　グ（注 1）を開催します。

【安平町】　
　早来駅に併設の安平町物産館
では、農畜産製品や大人気の
“ かしわの卵 ” などを販売。

【問い合わせ】
☎ 0145-22-2992

【由仁町】　南空知うまいっしょ祭り
　南空知のおいしいもの
がゆにガーデンに集結

【日程】　
10 月 13 日㈯・14 日㈰

【問い合わせ】
ゆにガーデン　☎ 82-2001

（注 1）JR ヘルシーウォーキング
　JR 北海道では、電車に乗っ
て開催駅まで行き、そこから既
定のコースをウォーキングする
ことでポイントが付き、貯めた
ポイントでプレゼントがもらえ
るイベントを開催中です。開催
日や場所など、詳しくは JR 北
海道のホームページをご覧くだ
さい。

【問い合わせ】　
JR ヘルシーウォーキング事務
局　☎ 011-219-8641

【苫小牧市】　たるまえサンフェスティバル
　樽前山の麓で、バーベキュー
を満喫！

【日程】　9 月 15 日㈯・16 日㈰
【問い合わせ】　実行委員会

☎ 0144-34-7050

苫小牧漁港ホッキまつり
　水揚げ量日本一を誇る苫小牧
のホッキ。ホッキまつりでは、
ホッキや海産物の特売など、多
くの人でにぎわいます。

【日程】　10 月 21 日㈰
※ JR ヘルシーウォーキング（注 1）も開催します。

【問い合わせ】　実行委員会
☎ 0144-35-0111
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星　
洋
子
（
ほ
し　
よ
う
こ
）

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ

ン
ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経

理
・
総
務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、

自
身
の
家
計
の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ

Ｐ
の
資
格
を
取
得
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ
と
し
て
セ

ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど
を
中

心
に
活
躍
中
。

　

９
月
１
日
は
台
風
、
高
潮
、
津
波
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を

深
め
、
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を
準
備

す
る
「
防
災
の
日
」
で
す
。

　

７
月
の
豪
雨
と
猛
暑
は
異
常
気
象

だ
っ
た
と
い
う
気
象
庁
の
発
表
も
あ
り

ま
し
た
が
、
万
が
一
の
時
の
経
済
的
な

備
え
と
し
て
損
害
保
険
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
加
入
し
て
い
る
火
災
保
険

に
水
災
補
償
が
付
い
て
い
る
と
、
台
風

や
暴
風
雨
な
ど
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
崩

れ
な
ど
の
被
害
に
備
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
じ
火
災
保
険
で
も
、

「
地
震
」を
原
因
と
す
る
火
災
の
損
害
は

補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、「
地
震
」

を
原
因
と
す
る
津
波
や
家
の
倒
壊
な
ど

の
損
害
も
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
地
震
時
の
備
え
と
し
て
地

震
保
険
が
あ
り
ま
す
。
地
震
保
険
は
政

府
と
損
害
保
険
会
社
が
共
同
で
運
営
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
こ
の
保
険
会
社
で

加
入
し
て
も
保
険
料
は
同
じ
で
す
。
保

険
料
は
居
住
地
域
と
建
物
の
構
造
で
決

ま
り
ま
す
。

　

地
震
保
険
は
単
独
で
は
加
入
で
き

ず
、火
災
保
険
と
一
緒
に
加
入
し
ま
す
。

万
一
の
備
え
～
火
災
保
険
と
地
震
保
険

　お金のおはなし　新社会人のお金の心構え 

現
在
加
入
し
て
い
る
火
災
保
険
に
途
中

か
ら
セ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

　

契
約
金
額
は
火
災
保
険
の
契
約
金
額

の
30
～
50
％
の
範
囲
内
で
す
。た
だ
し
、

建
物
は
５
千
万
円
、
家
財
は
１
千
万
円

が
限
度
額
で
す
。

　

こ
の
保
険
金
だ
け
で
は
必
ず
し
も
元

通
り
の
生
活
に
戻
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
支
払
わ
れ
る
保
険
金
は
使
途
を

問
わ
な
い
の
で
、
建
て
直
し
や
仮
住
ま

い
の
費
用
な
ど
、
被
災
後
の
当
面
の
生

活
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。

　

防
災
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
我
が
家

の
防
災
グ
ッ
ズ
や
、
経
済
的
な
備
え
を

点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

No.16

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
の
誇
創
生
委
員

会
副
委
員
長
の
池
下
雄
介
で
す
！

　

私
た
ち
は「
郷
土
愛
の
醸
成
」を
テ
ー

マ
と
し
て
、
今
年
も
サ
ケ
の
自
然
産
卵

を
実
現
す
る
た
め
に
、９
月
15
日
に「
夕

張
川
河
川
清
掃
」
を
行
い
ま
す
！

　

今
年
で
11
年
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

で
す
が
、
平
成
27
年
に
72
年
ぶ
り
に

夕
張
川
の
支
流
で
あ
る
雨
煙
別
川
で
サ

ケ
の
遡
上
を
確
認
で
き
て
か
ら
、
年
々

遡
上
す
る
サ
ケ
が
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
栗
山
監
督
の

ご
協
力
も
あ
り
「
サ
ケ
の
自
然
産
卵
の

実
現
」
が
夢
で
は
な
く
「
正
夢
」
に
な

る
日
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
年
清
掃
活
動
を
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
サ
ケ
の
産
卵
場
所

で
は
い
ま
だ
に
多
く
の
「
ご
み
」
が
散

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
「
未
来
の
夕
張
川
の
姿
」
を
テ
ー
マ

に
描
い
て
も
ら
う
「
第
一
回
夕
張
川
の

理
想
の
未
来
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。
一
市
四
町
（
夕
張
市
・

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.80

サ
ケ
の
自
然
産
卵
を
目
指
し
て

栗
山
町
・
由
仁
町
・
長
沼
町
・
南
幌
町
）

で
展
示
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
子

ど
も
た
ち
の
力
作
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
運
動
を
少
し
ず
つ
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
に
、
夕
張
川
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
、
地
域
に
想
い
を
寄
せ
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

栗
山

護
・
介
護
短
期
大
学
と
の
学
生
交
流

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
移
動
は
飛
行

機
で
約
28
時
間
の
距
離
で
あ
る
。
ま

た
、
姉
妹
都
市
の
宮
城
県
角
田
市
と

は
飛
行
機
と
車
で
の
移
動
を
合
わ
せ

て
約
２
時
間
の
距
離
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
未
来
に
遺
る
記
述
を
考

え
た
と
き
、
福
沢
諭
吉
の
「
た
だ
の

知
識
の
問
屋
で
は
い
い
飯
は
食
え
な

い
」（「
学
問
の
す
ゝ
め
」
よ
り
）
と

い
う
言
葉
が
反は

ん
す
う芻
さ
れ
ま
す
。
過
去

と
現
在
と
の
対
話
の
中
で
、
未
来
へ

伝
え
る
べ
き
内
容
を
吟
味
し
、
執
筆

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
阿
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
史
編
さ
ん
室
（
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
内
）

　

☎
�
７
８
２
０

未
来
に
発
信
す
る
情
報
を
考
え
る

　

筑
波
大
学
名
誉
教
授
大
濱
徹
也
氏

の
「
歴
史
学
が
単
な
る
過
去
の
探
求

で
は
な
く
、
未
来
学
で
も
あ
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉

を
肝
に
銘
じ
、
栗
山
町
史
第
３
巻
粗

原
稿
執
筆
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
普

及
に
伴
い
、
世
界
規
模
の
情
報
ネ
ッ

ト
に
さ
ら
さ
れ
る
中
、
道
内
の
み
で

は
な
く
、
全
国
・
全
世
界
規
模
の
広

い
視
点
で
物
事
を
捉
え
る
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
の
名
付
け
親
で
あ

る
松
浦
武
四
郎
は
、
６
回
の
北
海
道

（
当
時
の
蝦
夷
地
）
探
索
を
経
て
、

現
在
の
北
海
道
地
図
と
は
逆さ

か
さ
ま様
の
、

北
か
ら
見
た
北
海
道
地
図
を
作
成
し

た
こ
と
を
知
り
、
多
様
な
視
点
で
事

実
を
捉
え
る
こ
と
も
重
要
だ
と
感
じ

ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
栗
山
町
の

位
置
や
ア
ク
セ
ス
の
記
載
内
容
を
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の
よ
う

な
記
述
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

栗
山
町
は
、北
海
道
「
道
央
地
区
」

空
知
の
南
部
に
位
置
し
、
道
都
札
幌

市
、
新
千
歳
空
港
、
港
湾
苫
小
牧
市

に
車
で
約
１
時
間
の
距
離
に
あ
る
。

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
で
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
カ
ヤ
ー
ク
市
看

だ
き
、
目
標
金
額
の
３
０
０
万
円
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
支
援
を
「
若
者
の
ま
ち
ク
リ

ヤ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
恩
返
し
が

で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
Ｐ
Ｒ
隊
事
務
所

　

☎
�
７
１
０
３

ク
リ
ヤ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
恩
返
し
を

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.27
　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
金
谷
で
す
。

　

７
月
28
日
に
「
バ
ー
ビ
ー
×
佐
々

木
学
町
長　

ま
ち
づ
く
り
対
談
『
ひ

と
が
減
る
と
ま
ち
は
ど
う
な
る
？
』」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
栗
山
町
出
身
の

お
笑
い
芸
人
「
バ
ー
ビ
ー
さ
ん
」
と

佐
々
木
町
長
の
対
談
は
、
ユ
ー
モ
ア

が
あ
り
つ
つ
も
人
口
減
少
を
身
近
に

感
じ
、
ま
ち
の
課
題
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
私

た
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
人
も
若

者
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
11
月
に
オ
ー
プ

ン
さ
せ
る
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
や
若
者
の

起
業
支
援
な
ど
、
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
ー

ビ
ー
さ
ん
に
も
こ
の
事
業
に
大
き
な

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
「
オ
ー
プ
ン
し
た
ら
必
ず
行

き
ま
す
」
な
ど
、
多
く
の
励
ま
し
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、私
た
ち
に
と
っ

て
本
当
に
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
下
旬
ま
で
行
っ
て
い
た
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
多
く
の
方
か
ら
ご
支
援
を
い
た

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.27

松
浦
武
四
郎
が
作
成
し
た

「
北
か
ら
見
た
北
海
道
地
図
」

開
会
前
に
第
２
部
の
発
表
者
な
ど
と
記
念

撮
影
（
写
真
後
列
左
か
ら
１
番
目
）
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ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

資
源
ご
み
の
排
出
に
つ
い
て

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

　町では、今年も「栗肥土」秋の特別販
売を行います。秋の特別販売は、5 袋購
入された方に 1 袋プレゼントの特典付き
です。ぜひ、この機会にお買い求めくだ
さい。

【日　　時】
　10 月 6 日㈯　9：00 ～ 11：00

【場　　所】
　役場駐車場車庫前
※春の特別販売時と同様となります。

【価　　格】
　１袋（10kg）300 円

【販売数量】
　500 袋
※無くなり次第終了と
　なります。

堆 肥

「栗
く り ぴ っ と

肥土」 秋の特別販売

お
知
ら
せ
し
ま
す

資
源
ご
み
出
荷
・
売
却
状
況資源リサイクルセンターでの

缶・びんの分別作業

　

昨
年
度
は
、
家
庭
お
よ
び
事

業
所
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
排
出

量
の
う
ち
、
約
31
％
に
あ
た
る

９
８
８
ト
ン
を
資
源
ご
み
と
し

て
町
内
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

へ
出
荷
し
ま
し
た
。
そ
の
売
却

額
約
２
６
５
万
円
（
詳
細
は
表

の
と
お
り
）
は
貴
重
な
財
源
と

し
て
、
ご
み
処
理
業
務
に
充
て

て
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
の
内
訳
は
下
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り
、
新
聞
紙
や
段

ボ
ー
ル
な
ど
の
紙
類
が
47
％
で

一
番
多
く
、
そ
の
次
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
が
16
％
、
び
ん
類
が

12
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
資
源
ご
み
も
、
き

れ
い
な
状
態
で
な
け
れ
ば
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
に
引
き
取
っ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
汚
れ
が
残
っ
て

い
る
資
源
ご
み
は
、
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
「
人
の

手
」
に
よ
り
洗
浄
や
再
分
別
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
ご
み

を
出
す
際
に
は
、
汚
れ
を
落
と

す
ひ
と
手
間
に
つ
い
て
、
町
民

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【表】平成 29 年度  資源ごみ売却額内訳
ごみの種類 売却額（円）

缶類 821,930
ペットボトル 528,100
びん類 11,406
紙類 1,115,500
金属類 74,320
廃油 79,200
古布 22,951

合計 2,653,407

【グラフ】平成 29 年度  資源ごみ出荷量内訳

汚れた資源ごみがないか確認
している様子

廃乾電池・廃蛍光灯・廃油・
発泡スチロール・古布
　　　　　　　　　　（3％）

金属類（3％）ガラス・陶器類
（4％）

ペットボトル
（6％）

缶類
（9％）

びん類
（12％）

プラスチック類（16％）

紙類
（47％）

　10 月 19 日㈮に、「ごみ処理施設見学会」を行い
ます。
　実際にごみの処理施設を見学していただくこと
で、町民の皆さんにごみ分別などに対する理解を深
めていただきたいと考えていますので、ぜひご参加
ください。
※申込時期など詳細は、町広報 10 月号でお知らせ

します。

ごみ処理施設見学会を行います

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

　

９
月
30
日
㈰
は
、
交
通
事
故

死
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
日
で
す
。

運
動
の
重
点
目
標

　

日
没
時
間
が
早
ま
る
こ
と
に

よ
る
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
高
齢

歩
行
者
・
自
転
車
の
事
故
防
止

を
は
じ
め
、
次
の
活
動
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な

通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者

の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転

　

の
根
絶

【
自
転
車
に
乗
る
と
き
の
安
全

ポ
イ
ン
ト
】

○
交
差
点
で
は
一
時
停
止
！
安

全
確
認
を
！

　

一
時
停
止
の
標
識
、
表
示
の

あ
る
交
差
点
や
見
通
し
の
悪
い

交
差
点
で
は
、
必
ず
一
時
停
止

を
し
て
、
左
右
の
安
全
を
よ
く

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
は
車
道
の
左
端
通
行

が
原
則
！

　

車
道
で
は
左
端
を
、
自
転
車

の
通
れ
る
歩
道
で
は
車
道
よ
り

を
通
行
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。
歩
道
を
通
行
す
る
際
は
す

ぐ
停
止
で
き
る
よ
う
な
速
度
で

通
行
し
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨

げ
る
場
合
は
、
一
時
停
止
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
信
号
を
守
っ
て
模
範
を
示
し

ま
し
ょ
う
！

　

信
号
無
視
は
、
自
転
車
の
交

通
事
故
原
因
の
ト
ッ
プ
に
必
ず

入
る
ほ
ど
の
大
変
危
険
な
交
通

行
動
で
す
。
信
号
は
必
ず
守
っ

て
、
回
り
に
模
範
を
示
し
ま

し
ょ
う
。

○
夜
間
は
必
ず
「
ラ
イ
ト
」
を

点
灯
！

　

夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ

け
、
反
射
材
を
自
転
車
の
前
後

や
側
面
に
も
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
夜
間
に
走
行
す
る
と
き
は

白
・
黄
色
な
ど
の
明
る
く
目
立

つ
色
の
服
装
を
し
て
、
周
り
か

ら
「
見
え
る
」
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
も
飲
酒
運
転
禁
止
！

　

自
転
車
は
「
軽
車
両
」
と
い

う
車
の
一
種
で
す
。
自
転
車
で

あ
っ
て
も
飲
酒
運
転
は
道
路
交

通
法
違
反
に
な
り
ま
す
。
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
荷
物
は
積
み
過
ぎ
な
い
！

　

片
手
運
転
は
し
な
い
！

　

荷
物
の
「
積
み
す
ぎ
」
や

「
ハ
ン
ド
ル
に
ぶ
ら
さ
げ
て
の

運
転
」
な
ど
は
、
ふ
ら
つ
き
の

原
因
に
な
り
ま
す
。「
傘
を
さ

し
て
運
転
す
る
」「
犬
を
引
い

て
運
転
す
る
」「
携
帯
電
話
を

使
用
し
な
が
ら
運
転
す
る
」
な

ど
の
片
手
運
転
も
、
と
っ
さ
の

危
険
を
避
け
る
こ
と
が
難
し

く
、
大
変
危
険
で
す
の
で
や
め

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
と
歩
行
者
の
交
通
事
故

が
増
加
傾
向

　

自
転
車
利
用
が
多
く
な
る
一

方
で
、
道
路
整
備
や
交
通
ル
ー

ル
の
徹
底
と
い
っ
た
環
境
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
現
在
。
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
、
特
に

自
転
車
の
対
人
事
故
が
、
こ
れ

ま
で
に
な
く
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

警
察
庁
に
よ
る
と
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
件
数
は
、
総

数
で
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
平
成
24
年
の
交
通
事
故
全

体
の
約
２
割
を
占
め
る
な
ど
、

割
合
は
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

「
自
転
車
関
連
の
相
手
当
事
者

別
の
交
通
事
故
件
数
の
推
移
」

の
調
査
で
は
、
対
自
動
車
や
二

輪
車
の
事
故
は
減
少
傾
向
が
見

え
る
の
に
対
し
、
対
歩
行
者
で

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動　
９
月
21
日
㈮　
　
　

～
30
日
㈰　
　

自
転
車
事
故
の
際
、
負
傷
は
若

年
層
が
、
死
亡
は
高
齢
層
が
圧

倒
的
に
多
い

　

自
転
車
乗
用
中
に
事
故
に

あ
っ
て
負
傷
し
た
人
の
数
を
み

る
と
、
小
学
生
～
高
校
生
の
若

年
層
が
最
も
多
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
一
方
、
死
者
数
は
70

歳
以
上
の
高
齢
者
が
圧
倒
的
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
場
合
、
事
故
に
あ
っ
た
際
に

重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ

と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
自
転
車
乗
用
中

の
事
故
で
は
、
警
察
庁
に
よ
る

と
約
2/3
が
自
転
車
利
用
者
側
の

何
ら
か
の
交
通
違
反
が
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
６
月
に
公
布
さ
れ

た
改
正
道
路
交
通
法
で
は
、
自

転
車
で
道
路
を
走
行
す
る
際
に

進
行
方
向
左
側
の
通
行
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。
も
し
右
側
を

通
行
し
た
場
合
に
は
、「
３
カ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
万
円

以
下
の
罰
金
」
の
懲
罰
を
受
け

る
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。

ル
ー
ル
遵
守
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。



今月の健
け ん こ う

幸
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皆
さ
ん
、
毎
日
便
が
快
適
に
出
て
い

ま
す
か
？
今
回
は
、
便
秘
に
つ
い
て
の

お
話
と
、
使
用
す
る
お
薬
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　

便
秘
は
女
性
や
高
齢
者
に
多
く
、
日

本
に
は
推
定
４
５
０
万
人
の
患
者
が
い

ま
す
。

便
秘
と
は
？

　

排
便
習
慣
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、
一
般
的
に
、
３
日
以
上
排
便
が
な

い
状
態
ま
た
は
出
て
も
残
便
感
が
あ
る

場
合
を
便
秘
と
い
い
ま
す
。便
が
硬
い
、

残
便
感
が
あ
る
、
腹
痛
、
お
な
か
の
膨

満
感
、
食
欲
不
振
な
ど
の
症
状
が
あ
れ

ば
便
秘
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
本
来

出
す
べ
き
便
を
十
分
か
つ
快
適
に
排
出

で
き
な
い
状
態
も
含
み
ま
す
）

　

便
秘
に
は
、
が
ん
や
腸
閉
塞
な
ど
の

病
気
が
原
因
の
器
質
性
便
秘
と
、
ス
ト

レ
ス
や
習
慣
性
か
ら
大
腸
の
動
き
が
悪

く
な
っ
て
起
こ
る
機
能
性
便
秘
が
あ
り

ま
す
。

　

機
能
性
便
秘
に
は
次
の
３
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。

⑴
弛し

緩か
ん

性
便
秘

　

食
事
を
と
る
と
、
胃
か
ら
肛
門
ま
で

蠕ぜ
ん
ど
う動
運
動
と
い
う
臓
器
の
収
縮
運
動
に

よ
っ
て
運
ば
れ
ま
す
。
こ
の
蠕
動
運
動

が
弱
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
便
秘
が
、
弛
緩
性
便
秘
で
す
。

大
腸
で
作
ら
れ
た
便
が
う
ま
く
運
ば
れ

ず
、
大
腸
に
便
が
居
座
っ
て
、
便
秘
に

な
る
わ
け
で
す
。

　

高
齢
者
や
女
性
に
多
く
、
日
本
人
の

慢
性
便
秘
の
中
で
一
番
多
い
便
秘
の
種

類
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、
お
腹
の
張
り
、
残

便
感
、
血
行
障
害
に
よ
る
冷
え
性
、
肩

こ
り
な
ど
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

⑵
痙け

い
れ
ん攣

性
便
秘

　

大
腸
の
蠕
動
運
動
に
連
続
性
が
な
く

な
り
、
便
の
通
過
に
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
て
起
こ
る
便
秘
で
、
ウ
サ
ギ
の
よ
う

な
コ
ロ
コ
ロ
と
し
た
便
に
な
る
こ
と
が

多
い
症
状
で
す
。

　

ま
た
、
柔
ら
か
い
便
と
硬
い
便
が
交

互
に
な
っ
た
り
、
下
痢
と
便
秘
を
繰
り

返
す
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
や
、
環
境
の
変
化
な
ど
が

原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
直
腸
性
便
秘

　

直
腸
の
排
便
反
射
が
低
下
す
る
た

め
、
直
腸
に
便
が
溜
ま
り
、
上
手
く
排

便
で
き
な
い
た
め
に
起
こ
る
便
秘
で

す
。
直
腸
は
大
腸
に
比
べ
て
腸
の
太
さ

が
大
き
い
の
で
、
直
腸
に
便
が
溜
ま
る

と
非
常
に
大
き
な
塊
と
な
り
、
痔
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
薬
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

便
秘
薬
、
下
剤
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
（
一
般

用
医
薬
品
、
市
販
薬
）

　

痙
攣
性
便
秘
に
ス
ラ
ー
リ
ア
便
秘
内

服
液
、
直
腸
性
便
秘
、
弛
緩
性
便
秘
に

ビ
ー
ラ
ッ
ク
・
ソ
フ
ト
、
カ
イ
ベ
ー
ル

Ｃ
、
ス
ル
ー
ラ
ッ
ク
Ｓ
、
新
レ
シ
カ
ル

ボ
ン
坐
剤
Ｓ
な
ど
生
薬
や
漢
方
が
主
な

成
分
の
薬
と
し
て
、
コ
ー
ラ
ッ
ク
フ
ァ

イ
バ
ー
、
新
ウ
ィ
ズ
ワ
ン
、
タ
ケ
ダ
漢

方
便
秘
薬
、
大
柴
胡
湯
エ
キ
ス
顆
粒
ク

ラ
シ
エ
な
ど

便
秘
薬
（
医
療
用
医
薬
品
）
の
新
薬

ア
ミ
テ
ィ
ー
ザ
：
腸
粘
膜
に
あ
る
塩
素

イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
結
合
し
、
腸
液

の
量
を
増
や
し
て
便
を
軟
ら
か
く
す
る

作
用
が
あ
る
。高
齢
者
に
使
い
や
す
い
。

グ
ー
フ
ィ
ス
：
胆
汁
酸
が
小
腸
で
吸
収

さ
れ
る
の
を
抑
え
る
薬
で
、
胆
汁
酸
が

大
腸
に
届
き
水
分
が
分
泌
さ
れ
て
便
が

軟
ら
か
く
な
る
。
ま
た
、
胆
汁
酸
が
腸

を
刺
激
す
る
効
果
も
あ
る
。

リ
ン
ゼ
ス
：
腸
管
内
の
水
分
量
を
増
や

し
た
り
、
腸
管
の
動
き
を
活
性
化
す
る

事
で
便
秘
を
改
善
さ
せ
る
。
体
内
に
ほ

と
ん
ど
吸
収
さ
れ
な
い
た
め
安
全
性
に

優
れ
、
ま
た
便
秘
に
伴
う
腹
痛
を
軽
減

す
る
効
果
も
あ
る
。

　

最
後
に
、「
便
秘
さ
れ
ど
便
秘
」
と

い
う
よ
う
に
、
市
販
の
お
薬
で
改
善
が

見
ら
れ
な
い
場
合
、
便
秘
以
外
の
疾
患

が
隠
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
は
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

知
っ
て
お
き
た
い「
便
秘
」の
豆
知
識

保
健
福
祉
の
コ
ラ
ム

Ｂ
Ｋ
薬
局 

栗
山
駅
前
店 

代
表
取
締
役 

薬
局
長 

小
木　

清
高※

栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

１
に
運
動
、２
に
食
事
、し
っ
か
り
禁
煙

最
後
に
ク
ス
リ
～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

　

生
活
習
慣
病
予
防
は
、
食
生
活
や
運

動
習
慣
な
ど
日
常
生
活
と
深
く
関
係

し
て
お
り
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
と
定

期
的
な
健
康
診
査
受
診
で
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
な
ど
の
予
防
可
能
な
疾
患
の

治
療
状
況
は
増
加
傾
向
で
す
。
ま
た
、

健
康
診
査
の
結
果
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
お
よ
び
そ
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判

定
さ
れ
た
人
の
割
合
は
、
受
診
者
全
体

の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。　
　

　

元
気
に
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
で
き

る
こ
と
か
ら
自

分
に
あ
っ
た
健

康
づ
く
り
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

【表】1 日あたりの果物の適量 <80kcal>

保
健
の
お
知
ら
せ

元
気
が
一
番

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

H
ealthHea

lth
H
e

althHeal

th
e
a
lt
h

バナナ りんご キウイフルーツ みかん
1 本 1/2 個 小 1 個 2 個

デラウェア 巨峰 柿 なし
1 房 10 粒 小 1 個 1/2 個

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
・
食
生
活
改
善
普
及
運
動
月
間
で
す
！

果
物
の
１
日
の
適
量
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　

味
覚
の
秋
に
な
り
、
果
物
が
お
い
し

い
季
節
に
な
り
ま
す
。
体
の
調
子
を
整

え
る
栄
養
素
（
ビ
タ
ミ
ン
類
や
ミ
ネ
ラ

ル
）
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
お
り
、
が

ん
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
果
物

に
含
ま
れ
る
糖
は
吸
収
が
早
い
た
め
食

べ
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
さ
ら
に
高
血
糖

や
肥
満
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ　
　

【
日　

程
】
９
月
19
日 

㈬
女
性
限
定

　
　
　
　

 

９
月
20
日 

㈭

【
場　

所
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

【
健
診
機
関
】
北
海
道
結
核
予
防
会

【
受
診
で
き
る
項
目
】（
定
員
あ
り
）

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
と
な
る

年
齢
や
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

町
広
報
４
月
号
に
折
り
込
み
ま
し

た
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

脳
検
診
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
・
45
・

50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
方
を

対
象
に
、脳
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
対
象
者
に
は
５
月
末
に
個
別
に
案
内

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
）

【
場　

所
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

【
検
査
内
容
】
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
診  

  

断
画
像
）

【
料　

金
】
５
０
０
０
円

【
日　

程
】
10
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮
・
27
日
㈯

【
定　

員
】
３
日
で
１
０
０
人

※
27
日
㈯
は
定
員
に
達
し
て
い
ま
す

が
、
25
日
㈭
と
26
日
㈮
は
ま
だ
余
裕

が
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
忘

　
れ
ず
に
！　

こころの体温計・簡単メタボチェック
▼パソコンはこちら
https://fishbowlindex.jp/kuriyama/
携帯・スマホはこちらから▶▶▶
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町
が
主
催
す
る
く
り
や
ま

サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
が

７
月
28
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ「
E
k
i
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ひ
と
が
減
る
と
ま
ち
は
ど
う
な

る
？
」
を
テ
ー
マ
に
町
内
外
か

ら
約
１
１
０
人
が
参
加
。
第
１

部
で
は
町
出
身
で
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
の
バ
ー
ビ
ー
さ
ん（
フ
ォ
ー

バ
ー
ビ
ー
さ
ん
と
佐
々
木
町
長
が
対
談

く
り
や
ま
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業

栗山町 検索栗山町 検索
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木
の
ぬ
く
も
り
や
、
モ
ノ

作
り
の
楽
し
さ
を
伝
え

よ
う
と
、「
く
り
や
ま
の
匠
た

ち
」
が
主
催
す
る
「
２
０
１
８

匠
ま
つ
り
」
が
８
月
４
日
、
商

店
街
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
12
回
目
と
な
る
今
年

は
、
町
内
外
の
親
子
連
れ
な
ど

１
７
２
６
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
丸
太
切
り
大

平
成
30
年
度
中
国
人
殉
難

者
供
養
会
（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
が
８
月
７
日
に
日

出
の
二
岐
共
同
墓
地
で
行
わ

れ
、 

関
係
者
約
30
人
が
参
列
し

ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
末

期
に
角
田
炭
鉱
で
の
厳
し
い
労

働
に
よ
っ
て
尊
い
命
を
失
っ
た

中
国
人
の
方
々
の
霊
を
追
悼
し

よ
う
と
、
昭
和
47
年
か
ら
行
わ

リ
ン
ラ
ブ
）
と
佐
々
木
学
町
長

が
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
町

へ
の
思
い
や
人
口
減
少
対
策
な

ど
を
幅
広
く
対
談
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
な
ど
５
組
７
人
が
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
て
い
る
事
業
や
今
後
の
計

画
な
ど
を
発
表
。
参
加
者
は
メ

モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

木
と
の
ふ
れ
あ
い
楽
し
ん
で

２
０
１
８
匠
ま
つ
り会

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
、
椅
子
な
ど
の
「
と
ん

か
ち
キ
ッ
ト
」
を
販
売
。
購
入

し
た
方
々
は
匠
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
組
み

立
て
て
い
ま
し
た
。
村
中
菜
穂

子
代
表
は
「
木
育
を
通
し
て
町

を
知
っ
て
も
ら
う
努
力
を
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

恒
久
平
和
を
願
っ
て

中
国
人
殉
難
者
供く

よ

う

え

養
会

れ
、
今
年
で
46
回
目
。
実
行
委

員
長
で
あ
る
佐
々
木
学
町
長
は

「
戦
争
と
い
う
、
深
い
悲
し
み

の
歴
史
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い

た
め
、戦
争
体
験
を
知
ら
な
い
、 

新
し
い
世
代
の
方
々
に
語
り
継

ぎ
な
が
ら
、
決
意
を
新
た
に
、

恒
久
平
和
を
誓
い
ま
す
」
と
慰

霊
の
言
葉
を
述
べ
、 

参
列
者
全

員
で
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

匠
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
組
み

立
て
る
子
ど
も
た
ち

慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
、
ご
冥
福
を
祈

る
参
列
者

①

②

①栗山のまちづくり
に つ い て 対 談 す る
バービーさんと佐々
木学町長
②最後に参加者全員
で記念撮影

栗山町 検索栗山町 検索

く
り
や
ま
の
夏
を
彩
る
、

盆
踊
り
が
栗
山
・
角
田
・

継
立
の
３
地
区
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
浴
衣
姿
や
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
に
扮
し
た
参
加
者
が

や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
踊
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
、
豪
華
景
品

が
当
た
る
仮
装
大
会
を
行
う
地

区
も
あ
り
、
夏
の
夜
を
楽
し
み

ま
し
た
。 夏

の
夜
華
や
か
に

町
内
各
地
で
盆
踊
り平

成
30
年
度
の
「
戦
没
者

追
悼
式
」
が
8
月
20

日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

遺
族
や
関
係
者
な
ど
約
80
人
が

参
列
。
幾
多
の
戦
禍
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
町
出
身
の
戦
没
者

４
１
１
柱
の
御み

た
ま霊

に
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。黙
と
う
の
後
、佐
々

木
学
町
長
は
式
辞
で
「
戦
没
者

安
ら
か
な
永
眠
を
祈
る

戦
没
者
追
悼
式

尊
霊
の
、
安
ら
か
な
ご
永
眠
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、
我
が
ふ
る

さ
と
栗
山
町
の
限
り
な
い
平
和

と
繁
栄
に
ご
加
護
を
賜
り
ま
す

よ
う
念
願
し
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
栗
山
詩
吟
愛

好
会
有
志
に
よ
る
献
詩
朗
詠
に

続
き
、
参
列
者
全
員
で
献
花
を

行
い
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

道
内
最
大
級
の
サ
イ
ク
ル

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
北
海

道
そ
ら
ち
グ
ル
メ
フ
ォ
ン
ド

２
０
１
８
」が
８
月
19
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」と「
食
」を
組

み
合
わ
せ
、雄
大
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
お
い
し
い
グ
ル
メ
を
楽
し

む
も
の
で
、
今
年
は
岩
見
沢
市
、

栗
山
町
、
由
仁
町
、
長
沼
町
、

南
幌
町
を
通
る
ル
ー
ト
に
道
内

外
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
栗
山
の
豊
か
な
田
園

風
景
の
中
を
走
り
抜
け
、
ゴ
ー

栗
山
の
風
景
と
グ
ル
メ
を
堪
能

そ
ら
ち
グ
ル
メ
フ
ォ
ン
ド
２
０
１
８

ル
の
岩
見
沢
市
を
目
指
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
町
で
は
雨
煙
別

小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ

ウ
ス
と
継
立
ふ
れ
あ
い
広
場
の

２
カ
所
に
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
休
憩
所
）を
設
置
。
雨
煙
小

学
校
会
場
で
は
く
り
や
ま
コ

ロ
ッ
ケ
、
日
原
メ
ロ
ン
、
谷
田

の
日
本
一
き
び
だ
ん
ご
を
、
継

立
会
場
で
完
熟
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス「
三
姉
味
」と
特
製
手
打
ち
そ

ば
を
提
供
。
参
加
者
は
地
元
の

グ
ル
メ
を
堪
能
し
な
が
ら
ペ
ダ

ル
を
こ
い
で
い
ま
し
た
。

①②栗山の風景とグルメを満喫する参加者

継
立
地
区
で
は
小
雨
が
降
る
中
、
盆

踊
り
を
実
施

追
悼
式
で
式
辞
を
述
べ
た
佐
々
木
学

町
長

①

②

①
角
田
地
区
で
は
か
さ
お
ど
り

②
栗
山
地
区
で
は
仮
装
盆
踊
り

①

②
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「すくすく」 利用案内

という名の家族

子どもがキラキラ育つまち

【利 用 定 員】　児童発達支援・放課後等デイサービス合わせ
　　　　　　　て一日 10 人

【営 業 日】　月～金曜日
【提 供 時 間】　児童発達支援　10：00 ～ 13：00

　　　　　　　放課後等デイサービス　14：00 ～ 18：00
【住 　 　 所】　栗山町中央 2 丁目 345 - 1
【運　　　営】　NPO 法人ハッピータウン
【問い合わせ】　☎ 72 - 0668　FAX 72 - 0564

※利用にあたっての相談や見学などお気軽にお問い合わせく
　ださい。

【問い合わせ】　
　町福祉課福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222

　　　　　　　　　　　がオープンしました！

子どもたち一人ひとりに合わせたサポートを
心がけています。スタッフ全員で安全・安心、
楽しい事がたくさんある場所を目指し、心の
こもった療育を行います。どうぞよろしくお
願いします。

児童発達支援・放課後等デイサービス

「
お
っ
ち
ゃ
ん
こ
」

　

あ
る
日
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
し
て
い
る
所
に
、
お
母

さ
ん
が
男
の
子
を
連
れ
て
来

ま
し
た
。

　

私
は
「
こ
こ
に
お
っ
ち
ゃ

ん
こ
し
て
い
い
よ
」
と
男
の

子
に
声
を
掛
け
ま
し
た
。
す

る
と
そ
の
男
の
子
は
首
を
傾

げ
、
お
母
さ
ん
に
向
か
っ
て

「
お
母
さ
ん
、
お
っ
ち
ゃ
ん

が
来
る
ん
だ
っ
て
」
と
不
思

議
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

思
わ
ず
吹
き
出
し
そ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

か
か
よ
り

１人ひとりの個性を大切に、すくすくと
たくましく生きる力を育てます！

「すくすく」

児童発達支援 ・ 放課後等デイサービスとは

　発達に心配のあるお子さんを対象に、日常生活に必要な
動作や集団でのコミュニケーションの取り方などを習得す
ることを目的に指導する施設です。
◇うちの子、どうも気分屋で気むずかしいところがある
◇なかなか言うことを聞いてくれない
◇自分らしく居られる居場所がほしい
※その他、心配事などお尋ねください。

お
し
ゃ
べ
り
ボ
ッ
ク
ス

新コーナー

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

　

町
広
報
４
月
号
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
栗
山
の

子
ど
も
た
ち
や
家
族
の
紹

介
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
川
柳
・

俳
句
な
ど
を
受
け
付
け
中
で

す
。
た
く
さ
ん
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品

は
随
時
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

　

　

震災に便乗した義援金詐欺に注意！

【国民生活センター事例より】
事例：町会の世話役の名前を出しながら「義

援金を集めている」と言う人が家に来
て、断ったのに「A さんは 10 万円、B
さんは 100 万円出した」などと言って、
なかなか帰ってくれなかった。その後、
外で待っていた仲間と「うまくいかな
い」などと話していた。詐欺ではない
か。（60 歳代男性）

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室 です

　「認知症」は特別なものではなく、誰にでも起
こる可能性があります。オレンジカフェは介護に
不安がある方や地域の方が気軽に集い、抱えてい
る悩みを相談できる、「憩いの場」です。どなた
でも参加可能ですので、お気軽にお越しください。

（毎月第 3 水曜日に開催しています）
　９月のテーマは「寸劇（徘徊編）～気になる人
を見たら勇気を持って、声をかけてみよう～」で
す。徘徊と思われる人に出会ったときにどのよう
に対応したらよいかを寸劇を交えて紹介します。
対応の仕方を学び、安全・安心なまちづくりを目
指しますのでぜひご参加ください。

【日　時】
　9 月 19 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま（朝日4） 
　☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェ
を開設を開設を開設

　
【日　時】 9 月 21 日㈮  13：00 ～ 16：00
【場　所】 総合福祉センター「しゃるる」
【内　容】

　札幌弁護士会所属弁護士 による法律相談
【申込方法】

　事前に電話で予約（定員 6 人）
【申込先・問い合わせ】

　町社会福祉協議会  ☎ 72-1322

無料法律相談無料法律相談無料法律相談

◎被災者支援の募金を装って金銭をだまし取る義
援金詐欺と疑われる相談が寄せられています。

◎事例以外にも、市役所などの公的機関や公的団
体をかたるケースもみられます。公的機関が電
話などで義援金を求めることはありません。

◎全てが義援金詐欺とは限りませんが、個別に
募金を求められた場合は、募金先が信頼でき
る団体かどうか、必ず確認しましょう。

◎少しでも不審に感じたら、すぐに応じずに、最
寄りの警察に相談しましょう。

◎ 困 っ た と き
は、南空知消
費 生 活 相 談
室 に ご 連 絡
ください。

【ひとこと助言】

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第2・4水曜日

13：00
～ 15：00

　

　
　

【日　時】 10 月 1 日㈪  9：00 ～ 12：00
【場　所】 空知総合振興局 5 階第 2 会議室
【内　容】 専門の相談員による借金や預金・融

　資、保険など（無料）
【場所・問い合わせ】

　北海道財務局  ☎ 011-807-5144

借金・金融相談借金・金融相談借金・金融相談

【日　時】 9 月 29 日㈯  9：00 ～ 13：00
※あらかじめ電話で予約してください。

【内　容】 遺言公正証書、任意後見契約、尊厳
　死宣言書の作成、離婚による養育費など

【場所・問い合わせ】
　岩見沢公証役場  ☎ 0126-22-1752

無料休日相談無料休日相談無料休日相談遺言公証書等遺言公証書等遺言公証書等



る
方

◆
助
成
内
容

　

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

　

平
成
30
年
４
月
～
９
月
分
（
上
期

分
）
の
申
請
を
受
け
付
け

◆
必
要
書
類

　

申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

実
施
要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
通

院
証
明
書
の
か
わ
り
に
病
院
で
発

行
す
る
領
収
書
の
提
出
に
よ
る
申

請
が
可
能
で
す
。

◆
申
請
期
限

　

10
月
10
日
㈬

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
通
所

に
係
る
交
通
費
を
助
成

　
　

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
社

会
参
加
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど

へ
の
通
所
に
係
る
交
通
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対　
　

象

　

町
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い

る
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
（
発

達
障
が
い
を
含
み
ま
す
）

　

発
達
・
療
育
支
援
が
必
要
な
お
子

さ
ん
の
医
療
費
な
ど
を
助
成

　
　

町
で
は
、
療
育
ま
た
は
発
達
支

援
を
目
的
と
す
る
医
療
機
関
へ
の

通
院
と
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
利
用
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対　
　

象　

町
内
在
住
の
児
童

◇
助
成
内
容

　

療
育
ま
た
は
発
達
支
援
を
目
的

と
し
た
医
療
機
関
へ
の
通
院
に
係

る
児
童
の
医
療
費
（
道
立
子
ど
も

総
合
医
療･

療
育
セ
ン
タ
ー
（
コ

ド
モ
ッ
ク
ル
）、
そ
の
他
の
医
療

機
関
）

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
害
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
、子
ど
も
医
療
）

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

◆
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金
の

助
成

◇
対　
　

象　

町
内
在
住
の
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
（
児
童
発
達
支
援
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

利
用
者

◇
助
成
内
容　

・
町
内
事
業
所
（
町
子
ど
も
発
達
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
含
み
ま
す
）

利
用
料
金
の
全
額
を
助
成
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・
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
1/2
を

助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対　
　

象

　

前
記
助
成
対
象
児
童
１
人
お
よ
び

保
護
者
１
人
分
の
交
通
費

◇
助
成
内
容

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
の

最
低
運
賃
の
1/2
を
助
成

※
他
の
割
引
制
度
を
利
用
し
た
場
合

は
、
制
度
利
用
後
の
運
賃
の
1/2
を

助
成
し
ま
す
。

※
町
内
の
医
療
機
関
お
よ
び
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
利
用
に
係

る
交
通
費
の
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
受
付　

　

平
成
30
年
４
月
～
９
月
分
（
上
期

分
）
の
申
請
を
受
け
付
け

※
詳
し
い
申
請
方
法
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　

10
月
19
日
㈮

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

特
定
疾
患
な
ど
の
治
療
に
係
る
通

院
費
を
助
成

◆
対　
　

象

　

特
定
疾
患
の
治
療
や
人
工
透
析
の

た
め
通
院
（
合
併
症
の
た
め
町
外

の
医
療
機
関
に
通
院
）
さ
れ
て
い

く
ら
し

　10 月 1 日、全国で住宅・土地統計調査が行われます。
　この調査は全国の約 370 万の世帯が対象となる、住宅・土地に関
する大規模で最も基本的な調査で、住生活に密着した問題について
対策を進めるための大切な資料となります。
　調査の対象となった世帯には、9 月中旬ごろより、調査員証を携
帯した統計調査員がお伺いします。なお、調査内容を統計の作成以
外の目的に使用することは一切ありません。

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ
　☎ 73-7502

皆さんのご理解とご協力
をお願いします。

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

町税納期限

10 月 1 日 （月）

納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

固 定 資 産 税　　　　  ③期

国民健康保健税　　　　③期

介 護 保 険 料　　　　  ③期

後期高齢者医療保険料   ③期
} 全てコンビニで

納付ができます。

※
町
内
の
事
業
所
な
ど
へ
の
通
所
に
係

る
交
通
費
の
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
方
、
生
活
保
護
受

給
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
事
業
所
の
送
迎
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
受
付

　

平
成
30
年
４
月
～
８
月
分
（
上
期

分
）
の
申
請
を
受
け
付
け

※
詳
し
い
申
請
方
法
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　

９
月
28
日
㈮

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ　

☎
�
２
２
２
２

　

頑
張
ら
な
い
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

　
　
「
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
」「
何
だ
か
や
る
気
が
お
き
な

い
」
そ
ん
な
あ
な
た
。
頑
張
り
過

ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？
自
分
を
振
り

返
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◆
日　
　

時

　
９
月
９
日
㈰

　

午
後
１
時
半
～
２
時
半

◆
場　
　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」　

中
ホ
ー
ル

◆
講　
　

師

　

精
神
保
健
福
祉
士　

榎
田　

博
文

さ
ん

◇
助
成
内
容

　

次
に
挙
げ
る
町
外
の
事
業
所
な
ど

へ
の
通
所
に
係
る
交
通
費
の
1/2
を

助
成

・
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
ま
た

は
就
労
継
続
支
援
を
行
う
事
業
所

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

行
う
事
業
所

・
そ
の
他
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業
を

行
う
事
業
所
な
ど

・
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
の

最
低
運
賃
の
1/2
を
助
成

・
定
期
乗
車
券
を
利
用
し
て
い
る
場

合
は
１
日
当
た
り
の
乗
車
料
金
に

通
所
日
数
を
乗
じ
た
額
の
1/2
を

助
成

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

催

し

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n9
September

　

　過去５年以内の期間に納め忘れた保険料
を納付できる期限は、9 月 30 日までとなっ
ています。後納保険料を納付することで、
将来受け取る年金額が増えたり、年金の受
給資格を得られたりする可能性がありま
す。後納制度を利用される場合は、お早め
にお申し込みください。

【ご利用できる方】
① 20 歳以上 60 歳未満で、５年以内に納め

忘れの期間や未加入期間がある方
② 60 歳以上 65 歳未満で、①の期間のほか

任意加入中に納め忘れの期間がある方
③ 65 歳以上で、老齢年金の受給資格がな

く任意加入中の方など
※ 60 歳以上で、老齢基礎年金を受給され

ている方は申し込みできません。
【問い合わせ】

　町住民保健課住民グループ
　☎ 73-7509
　ねんきん加入者ダイヤル
　☎ 0570-003-004

国 民 年 金

を ご 利 用 く だ さ い！

 「国民年金保険料」の
　　　　　　　　   納め忘れがある方へ

「後納制度」

◆
問
い
合
わ
せ

　

榎
田　

博
文
さ
ん

　

☎
０
９
０
（
９
０
８
２
）
２
７
９
９

　

Mailbittan1623@hop.ocn.ne.jp

　
権
利
よ
う
ご
セ
ミ
ナ
ー

　
　

認
知
症
や
判
断
能
力
の
低
下
し

た
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の

権
利
を
守
り
、
安
心
し
た
地
域
生

活
を
支
え
る
制
度
の
ひ
と
つ
と
し

て
成
年
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
　

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
支

援
し
て
い
く
た
め
の
諸
制
度
を
学

び
、
権
利
擁
護
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
次
の
と
お
り
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

◆
日　
　

時　
９
月
27
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場　
　

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」　

研
修
室
Ａ

◆
講　
　

師

　

行
政
書
士
事
務
所
ベ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー　

鈴
木　

千
逸
さ
ん

◆
内　
　

容

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

◆
問
い
合
わ
せ

　
町
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
５
５



　

第
７
回
く
り
や
ま
家
具
・
工
房
ま

つ
り
２
０
１
８

　
　

豊
か
な
自
然
の
地「
く
り
や
ま
」

で
生
ま
れ
た
家
具
が
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　
　

時

　
９
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
場　
　

所

・
手
作
り
家
具
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
匠

の
森
」（
鳩
山
11
番
地
65
）

・
マ
ル
カ
家
具
販
売
株
式
会
社
工
場

内
特
設
会
場

・く
り
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
Ｋ

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
（
キ
ロ
ル
）」（
北
海

道
介
護
福
祉
学
校
隣
）

・
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

２
階
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
家
具
・
工
房
ま
つ
り
協

議
会

　

☎
�
２
０
２
２

　

第
５
回
く
り
や
ま
「
湯
地
の
丘
３

人
展
」

　
　

町
内
で
創
作
活
動
を
行
う
「
石

川
進
一
さ
ん
（
陶
芸
）」「
奥
田
秋

湖
さ
ん
（
書
）」「
宮
本
秀
仁
さ
ん

（
家
具
）」
の
３
人
に
よ
る
グ
ル
ー

23 広報くりやま　2018. 9 222018. 9　広報くりやま   

プ
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
湯
地
の

小
高
い
丘
に
暮
ら
す
作
家
た
ち
の

作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
入
場
料
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
期　
　

間

・
９
月
28
日
㈮
～
30
日
㈰

・
10
月
５
日
㈮
～
８
日
㈷

・
10
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰

・
10
月
19
日
㈮
～
21
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

◆
場　
　

所

　

く
り
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
」

◆
問
い
合
わ
せ

　

家
具
工
房
「
森
巣
」

　

☎
�
６
４
６
６

　

原
水
禁
世
界
大
会
報
告
「
核
兵
器

を
廃
絶
す
る
た
め
に
」

◆
日　
　

時

　
９
月
９
日
㈰　

午
後
１
時
～

◆
場　
　

所

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
小
会

議
室
Ａ

◆
報
告
者

　

原
水
爆
禁
止
北
海
道
協
議
会
事
務

局
長　

嶋
田
千
津
子
さ
ん

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

原
水
爆
禁
止
栗
山
協
議
会
事
務
局

佐
藤

　

☎
�
２
１
５
８

　

自
殺
予
防
週
間
パ
ネ
ル
展

　
　

９
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
国
で
は
、
毎

年
９
月
10
日
か
ら
の
１
週
間
を

「
自
殺
予
防
週
間
」
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。

　
　

岩
見
沢
保
健
所
で
は
、
本
週
間

に
あ
わ
せ
て
、
う
つ
病
や
自
殺
予

防
に
係
る
普
及
啓
発
を
目
的
と
し

た
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　
　

時

　
９
月
８
日
㈯
～
14
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時
半

◆
場　
　

所

　

岩
見
沢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
い
わ
な
び
」
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル

◆
内　
　

容

①
パ
ネ
ル
の
展
示
（
12
枚
）

・
北
海
道
の
自
殺
の
現
状
、
う
つ
病

な
ど
の
精
神
疾
患
と
自
殺

・
う
つ
病
の
サ
イ
ン
や
症
状

・
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
や
対

応
方
法
ほ
か

②
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

③
う
つ
病
予
防
や
相
談
窓
口
な
ど
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布

◆
問
い
合
わ
せ

　

空
知
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
健

康
推
進
課
健
康
支
援
係

　

☎
０
１
２
６
（
20
）
０
１
２
２

催

し

（ 広 告 ）

　　
町
職
員
（
保
健
師
）
採
用
試
験

◆
対　
　

象

①
保
健
師
免
許
、
普
通
自
動
車
免
許

②
採
用
時
の
年
齢
が
お
お
む
ね
30
歳

ま
で
の
方

◆
採
用
予
定
年
月

　

平
成
30
年
11
月
頃

◆
申
込
期
限

　
９
月
28
日
㈮

◆
試
験
日

　

申
込
者
へ
郵
送
で
通
知

◆
試
験
方
法

　

小
論
文
、
面
接
試
験

※
提
出
書
類
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
詳

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

講
　
習

募
　
集

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
１

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
試
験
日　

11
月
４
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　
岩
見
沢
市・乙
種
（
第
１
～
６
類
）、

丙
種

※
そ
の
他
の
試
験
地
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
資
格

〇
乙
種
、
丙
種
と
も
に
制
限
な
し

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

９
月
27
日
㈭
～
10
日

４
日
㈭

　

電
子
申
請　

９
月
24
日
㈪
～
10
月

１
日
㈪

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

消
防
設
備
士
試
験

◆
試
験
日　

11
月
４
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市
・
甲
種
特
類
、
甲
種
（
第

１
～
５
類
）、乙
種（
第
１
～
７
類
）

※
そ
の
他
の
試
験
地
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
資
格

〇
甲
種
は
制
限
あ
り

〇
乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

９
月
27
日
㈭
～
10
日

４
日
㈭

　

電
子
申
請　

９
月
24
日
㈪
～
10
月

１
日
㈪

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

平
成
30
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

◆
受
付
期
間

　

10
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

◆
等

級

　
１
～
３
級
、
単
一
等
級

◆
実
施
職
種

　
配
管
、
鉄
筋
施
工
、
建
築
大
工
な
ど

◆
受
検
資
格

　

各
職
種
と
も
所
定
の
実
務
経
験
な

ど
が
必
要

※
経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
お
よ
び

実
施
職
種
、
受
検
手
数
料
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

　

滝
川
市
流
通
団
地
３
丁
目
６
番
23

号　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空

知
内

　

☎
０
１
２
５
（
24
）
１
８
８
０

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n9
September

● 9 月 10 日は下水道の日です●
　「下水道の日」は、昭和 36 年に建設省（現
国土交通省）、厚生省（現在は、環境省に所管
変更）、日本下水道協会が、整備の遅れていた
下水道の全国的な普及促進を目的として「全
国下水道促進デー」として制定したのが始ま
りです。その後、平成 13 年に旧下水道法制定
100 年を記念して、より親しみのある「下水
道の日」という名称に変わりました。

●なぜ、9 月 10 日？●
　下水道の大きな役割のひとつである「雨水
の排除」を念頭に、台風シーズンである 220
日にちなんで 9 月 10 日と定められました。（立
春から数えて 220 日にあたる 9 月 10 日頃は、
台風が多く、「にひゃくはつか」と呼ばれてい
ます）

●下水道の普及率●
　平成 29 年 3 月 31 日現在、全国の下水道普
及率（福島県の東日本大震災の影響による調
査不能な市町村を除きます）は 78.3％、北海
道は 90.9%、栗山町は 82.4% となっています。
　また、下水道だけでなく農業集落排水や合
併浄化槽などを含めた汚水処理人口普及率（福
島県の東日本大震災の影響による調査不能な
市町村を除きます）は全国で 90.4%、北海道
は 95.2%、栗山町は 92.4% です。
　下水道の日を機会に、今一度、下水道の役割、
重要性を考えてみませんか。

【問い合わせ】
町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道 試

験



　

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会
・
救

　
急
員
養
成
講
習
会

　
　

急
病
人
や
け
が
人
に
、
正
し
く

応
急
手
当
が
で
き
る
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
、
日
常
に
役
立
つ
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
場

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

【
基
礎
講
習
会
】

◆
日　
　

時

　

10
月
14
日
㈰

　

午
後
０
時
半
～
４
時
半

◆
対　
　

象

　

満
15
歳
以
上
の
方

※
講
習
会
当
日
、
検
定
を
行
い
合
格

さ
れ
た
方
に
「
赤
十
字
救
急
法
基

礎
講
習
修
了
者
認
定
証
」
を
交
付

し
ま
す
。
こ
の
認
定
証
は
５
年
間

有
効
で
当
講
習
会
を
受
講
す
る
こ

と
に
よ
り
更
新
さ
れ
ま
す
。

【
救
急
員
養
成
講
習
会
】

◆
日　
　

時

　

10
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
半

◆
対　
　

象

　

救
急
法
基
礎
講
習
を
修
了
し
、
認

定
さ
れ
た
方（
満
15
歳
以
上
の
方
）

※
全
日
程
の
講
習
終
了
後
、
検
定
を

行
い
合
格
者
に
「
赤
十
字
救
急
法

救
急
員
認
定
証
」を
交
付
し
ま
す
。
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（
認
定
証
は
５
年
間
有
効
で
す
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー

プ
内（
日
赤
栗
山
町
分
区
事
務
局
）

　

☎
�
２
２
２
２

　

FAX
�
２
２
６
６

　

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習　
支

援
員
養
成
講
習

　
　

健
康
増
進
の
知
識
や
、
認
知

症
の
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
講
習

し
、
高
齢
者
の
支
援
・
自
立
に
役

立
つ
介
護
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
も
学

び
ま
す
。

◆
日

時

　

10
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
場

所

　

栗
山
赤
十
字
病
院　

会
議
室

◆
受
講
費　
９
０
０
円

※
２
日
間
の
講
習
終
了
時
に
受
講
証

を
交
付
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　

10
月
７
日
㈰
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
赤
十
字
病
院　

外
来　

成
田

　

☎
�
１
０
１
５　

内
線
７
３
４

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
日

時

　

11
月
14
日
㈬
～
15
日
㈭

　

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

◆
場

所

　

札
幌
市　

北
農
業
健
保
会
館

◆
講
習
科
目

〇
危
険
物
に
関
す
る
法
令

〇
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

〇
危
険
物
の
性
質
並
び
に
そ
の
火
災

予
防
お
よ
び
消
火
の
方
法　

ほ
か

◆
受
付
期
間

　

講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

◆
講
習
日
程

岩
見
沢
市　

10
月
４
日
㈭

札
幌
市　
　

10
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　

12
月
６
日
㈭

◆
場

所

岩
見
沢
市　

岩
見
沢
地
区
消
防
事
務

　
　
　
　

組
合　

消
防
署
庁
舎

札
幌
市　
　

北
海
道
自
治
労
会
館

◆
受
講
対
象

〇
危
険
物
取
扱
者
従
事
者
で
平
成
28

年
３
月
31
日
以
前
に
保
安
講
習
を

受
講
さ
れ
た
方

〇
新
た
に
危
険
物
取
扱
従
事
さ
れ
る

方
で
、
免
状
交
付
日
ま
た
は
保
安

講
習
受
講
日
以
降
に
お
け
る
最
初

の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
上
経
過

し
て
い
る
方

◆
受
付
期
間

　

講
習
日
の
10
日
前
ま
で
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

平
成
31
年
度　
南
空
知
消
防
組
合

消
防
職
員
募
集

◆
採
用
予
定
人
員　

◇
救
急
救
命
士
採
用

・
消
防
署
（
栗
山
）
１
人

・
由
仁
支
署　
１
人

・
南
幌
支
署　
１
人

◇
一
般
採
用

・
消
防
署
（
栗
山
）
１
人　
　
　

◆
採
用
条
件

◇
救
急
救
命
士
採
用

　

救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
（
平
成

31
年
３
月
資
格
取
得
見
込
み
者
含

み
ま
す
）
で 

平
成
８
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

※
救
急
救
命
士
資
格
取
得
見
込
み
の

者
に
あ
っ
て
は
、
採
用
内
定
後
救

急
救
命
士
の
資
格
を
取
得
で
き
な

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

講
　
習

募
　
集

い
場
合
は
、
内
定
を
取
り
消
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

◇
一
般
採
用

　

短
大
、
専
門
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
見

込
み
の
者
で
平
成
10
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者

◆
共
通
事
項

◇
心
身
強
健
で
、
視
力
両
眼
で
０
・

８
以
上
・
左
右
各
０
・５
以
上
（
眼

鏡
可
）
お
よ
び
聴
力
が
正
常
な
者

◇
採
用
時
普
通
自
動
車
免
許
１
種
取

得
者
（
見
込
み
含
む
）
で
、
勤
務

地
に
居
住
で
き
る
者

◇
採
用
時
に
大
型
自
動
車
免
許
を
取

得
し
て
い
な
い
者
は
採
用
後
、
大

型
自
動
車
免
許
取
得
条
件
に
達
し

た
の
ち
、
同
免
許
を
取
得
す
る
事

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
者

◆
提
出
書
類　

◇
救
急
救
命
士
採
用

　

履
歴
書
・
卒
業
証
明
書
（
見
込
み

含
む
）・
学
業
成
績
書
・
健
康
診

断
書  

自
動
車
運
転
免
許
証（
写
）・

救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
は
免
許

証
（
写
）・
消
防
職
員
採
用
候
補

者
勤
務
希
望
地
申
出
書

※
消
防
職
員
採
用
候
補
者
勤
務
希
望

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n9
September

栗山秋まつり
栗 山 天 満 宮 例 大 祭
9 月 2 4 日 ㊗ ・ 2 5 日 ㊋ ・ 2 6 日 ㊌
1 0 ： 0 0 ～ 2 2 ： 0 0 （ 2 6 日 の み ～ 2 1 ： 0 0 ）

　 毎 年 3 0 0 を 超 え る 露 店 が な ら び 、 道 内 屈 指 の
規 模 を 誇 り ま す 。 ぜ ひ お 越 し く だ さ い 。

【 問 い 合 わ せ 】　
　 町 ブ ラ ン ド 推 進 課 ブ ラ ン ド 推 進 グ ル ー プ
　 ☎ 7 3 - 7 5 1 6
※ 栗 山 秋 ま つ り 開 催 に 伴 い 、 以 下 の と お り 町 内 各 所 に 臨 時
　 駐 車 場 を 用 意 し ま す 。
※ 臨 時 駐 車 場 以 外 の 施 設 や 店 舗 、路 上 へ の 駐 車 は 禁 止 し ま す 。

地
申
出
書
は
、
南
空
知
消
防
組
合

指
定
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
一
般
採
用

　

履
歴
書
・
卒
業
証
明
書
（
見
込
み

含
む
）・
学
業
成
績
書
・
健
康
診

断
書
・
自
動
車
運
転
免
許
証
（
写
）

　
（
自
動
車
運
転
免
許
証
取
得
者
の
み
）

※
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
は
、
南
空

知
消
防
組
合
指
定
用
紙
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

　
９
月
28
日
㈮ （
締
切
日
必
着
）

◆
試

験

　

１
次
試
験
（
救
急
救
命
士
採
用
・

一
般
採
用
）

◇
日　
　

時

　

10
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
予
定

◇
場　
　

所

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
科　
　

目

　

一
般
教
養
・
作
文
・
適
性
検
査
・

体
力
測
定

※
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
11
月

上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
１
次
試
験
結
果
の
通

知
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

☎
�
１
８
３
５

栗山天満宮

消
防
署

栗
山
郵
便
局

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

栗
山
公
園

栗
の
樹
フ
ァ
ー
ム

サ
ツ
ド
ラ

駅
前
通
り

栗
山
小
学
校

栗山町役場

栗山興産

栗山駅
カルチャープラザ

味覚まつり会場
まちの駅
栗夢プラザ

公園通り

栗山赤十字病院警察署

マックスバリュ

至 岩見沢市

至 長沼町

露店出店場所
臨時駐車場
仮設トイレ

至 由仁町

木 の 城 た い せ つ 大 感 謝 祭 ・ 花 火

（ 花 火 打 ち 上 げ は 1 8 ： 3 0 を 予 定 ）
【 場 所 】

　 木 の 城 栗 山 工 場 敷 地 内 （ 旭 台 ）
【 問 い 合 わ せ 】

　 株 式 会 社 木 の 城 た い せ つ  ☎ 011-781-7310

9 月 2 5 日 火 　 1 2 ： 3 0 ～ 1 9 ： 0 0

【 秋 ま つ り 同 時 開 催 】 赤い羽根 共同募金キャンペーン事業
　秋まつり期間を「赤い羽根共同募金キャンペーン期間」
として、募金協力いただいた方に赤い羽根のステッカーと
赤い羽根ピンバッチをお渡しします。
　皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。
　赤い羽根ピンバッチは募金 100 円でお渡しします。

9 月 18 日㈫　
　継立神社祭典会場

　【問い合わせ】栗山町共同募金委員会事務局（町社会福祉協議会内）☎ 72-1322

9 月 24 日㈪～ 26 日㈬　
　栗山天満宮例大祭会場

講

習

募

集
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10 年、20 年先を見据えて
　町民の皆さん、こんにちは。
　冒頭、町が所有する公用車２台（主に介護・
保健業務で使用）を、車検期間が満了してい
たにも関わらず運行し、町民皆さんの信頼を
損なう事態となってしまい、深く反省し、お
詫び申し上げます。二度とこのようなことを
起こさないよう、再発防止に取り組むととも
に、全職員一丸となって、町民皆さんの信頼
回復に努めてまいります。
　さて、先月の町広報でお知らせしたとおり、
7 月 24 日から 27 日まで、事業要望などのた
め東京に出張してまいりました。
　この要望活動は毎年行っているもので、目
的は大きく二つあります。
　一つは、空知管内 24 市町の首長全員が 3
班に分かれ、人口減少・過疎化が進む空知地
方の現状と課題を踏まえた事業要望を、国の
関係官庁などに行うというものです。
　もう一つは、栗山町単独の要望活動です。
まず、国土交通省に対する事業要望ですが、
１点目は「国道 234 号の整備促進」で、そ
の内容は、①交差点など事故危険箇所の交通
安全対策②栗山・由仁町間の４車線化の整備
促進③栗山町旭台から由仁町古川までのバイ
パス整備促進です。
　この要望は、平成 10 年からこれまで 20
年間にわたり行っているもので、お盆や年末
年始また各種イベント時における道路交通の
混雑解消と、岩見沢方面からの右折レーン整
備などの交通安全対策、さらに道の駅構想を
含む国道整備と一体となったまちづくりに向
けた沿線整備を目的としているものです。
　２点目は「夕張川の河川整備」です。
　本町を含む夕張川流域は、ほとんどの区間
の堤防が未整備となっており、近年、激甚化
する大雨などによる浸水被害を防ぐため、早
期の治水対策を要望しているものです。併せ

て、現在、本町が官民連携して事業展開してい
る自然河川の復元、魚道づくり、サケの稚魚放
流など、夕張川に生息する魚類等の環境保全な
どに配慮した川づくり要望です。何とか早期
に、夕張川からサケの稚魚放流を行っている
雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウスまでの
間、魚類が遡上できる環境整備を要望してま
いります。
　次に、総務省への事業要望で、「介護福祉
学校への経営支援」です。
　本町の介護福祉学校は、全国初の公立介護
福祉士養成校として、昭和 63 年に開設し、
以来 30 年間にわたり、2,200 人ほどの介護
福祉士を道内外に輩出する、福祉のまち栗山
のシンボル的存在です。
　しかし、近年、入学者が減少し、毎年 6,000
万円ほどの赤字を出しながら運営している状
況にあります。将来的な介護福祉士不足は、
全国的な問題であり、学校存続・経営改善に
対する国の支援を要望してまいりました。
　総務省からは、栗山町としても、学校の経
営改善に向けた定員見直しや、北海道と連携
した広域的な学生確保策の検討を進めていた
だきたいとのお話があり、今後、町民を交え
た検討委員会を設置し協議してまいります。
　その他、空知選出の国会議員や関係機関な
どを訪問し、27 日夕方に帰町しました。
　翌 28 日に、本町出身のお笑いタレントの
バービーさんと、人口減少が加速化する中で
の「今後のまちづくり」について対談しまし
た。バービーさんのふるさと栗山を想う熱い
気持ちが伝わってくる貴重なひと時を過ごし
ました。バービーさんをはじめ、栗山の持続
的発展を願う多くの皆さんの期待に応えられ
るよう、10 年、20 年先を見据え、一つひと
つの政策をぶれずに進めてまいります。　　

栗山町長　佐々木　学

サマーベースボールフェ
スティバルの試合前に投
球を行った始球式

こちら
町長室

国土交通省に事業要望を
行う

住所 氏名 月日 保護者名

松風 3 村上　　琴
こ と

7/16 浩之・まなみ
湯 地 坂野　碧

あ お

依
い

7/19 俊行・恵美子
湯 地 角井伶

りょう

太
た

朗
ろ う

7/20 勇樹・麻旗

Kuriyama town
7 月 16 日～ 8 月 15 日届出

戸籍のまど
おめでた

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

滝 下 半田　和雄 87 7/12 本 人
松風 3 中川　政裕 72 7/19 本 人
鳩 山 島　　孝信 79 7/19 本 人
中央 1 吉澤　弘泰 63 7/26 本 人
日 出 中谷　文𠮷 92 7/29 本 人
中央 1 得地　辰夫 94 7/30 本 人
松風 3 新田美智子 85 7/31 本 人
松風 4 谷永　秀雄 87 7/31 本 人
中央 4 大竹　信次 93 7/31 本 人
旭 台 廣岡　正明 91 8/11 本 人

おくやみ

（敬称略）

（敬称略）

※掲載を希望しない場合は届出の際に
　お申し付けください。

【問い合わせ】
　町住民保健課住民グループ　☎ 73-7509

ご厚意

人　口　　11,906 人   （－21）
　男　　 5,538 人   （－11）
    女　   6,368 人   （－10）
世帯数　　  5,908 世帯 （－4）
※8月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

くりのさとへ
金一封 川田　由幸さん（継立）

慰　問
月見草の会　（高橋澄子　会長）
傾聴ボランティア　（日原富士子　
会長）

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風 2）
ケーナの会（共和）

寄　附

カインドネスシオミ薬品
エスケイアイファーマシーなの花薬局
JA そらち南コポロの会
古川果園

町へ
金一封

「総務寄付金」
（まちづくり）

マックスバリュ北海道株式会社
（出戸　信成代表取締役社長）
（札幌市）

社会福祉協議会へ

金一封
宮川　規夫さん（湯地）
吉田　礼子さん（中央３）
國岡　正好さん（継立）

61,271,000 円
平成 30 年度栗山町ふるさと応援寄附金
4/1 ～ 7/31 の総数

4,574 件

ご厚意ありがとうございます。

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ
　　　　　　  ☎ 73-7502

　砂場の中に宝のカプセルが３個埋まっています★
スコップ＆シャベルを使って掘り当ててネッ！

【期　間】9 月 1 日㈯～ 30 日㈰
【時　間】10：00 ～ 16：00
【場　所】栗山公園砂場

※カプセルは 1 日 3 個です。3 個全
て出たら終了となります。

※ ス コ ッ プ ＆ シ ャ ベ ル は 貸 し 出 し
ます。

だより栗山公園
9 月のイベント　　　　「砂場 de 宝さがし」

2018 年 9 月号 Vol.126

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者　たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
　URL　http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株
式会社デンソー
ウェーブ」の登
録商標です。

日　程 内　容
9 月 1 日㈯ 新・農業人フェア東京会場
9 月 2 日㈰ 栗山町総合防災訓練（角田地区）
9 月 5 日㈬ ～ 14 日㈮ 9 月議会定例会
9 月 7 日㈮ 地産地消「地酒で乾杯フェア」

9 月 8 日㈯
介護福祉学校第 31 回学校祭
くりやま家具・工房まつり

9 月 15 日㈯ 夕張川河川清掃

【今月の主な動向】
日　程 内　容

9 月 15 日㈯ 栗山地区警察官友の会会員親睦パークゴルフ大会
9 月 18 日㈫ 継立神社秋祭り
9 月 19 日㈬ 総合計画審議会
9 月 19 日㈬ 栗山地区・地域安全フェスティバル
9 月 22 日㈯ 介護福祉学校 30 周年記念式典・祝賀会
9 月 30 日㈰

～ 10 月 1 日㈪
姉妹都市宮城県角田市市制施行 60 周年
記念式典

※予定ですので変更となる場合があります。
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◆
日　
時　

　

10
月
９
日
㈫　

午
後
６
時
～

◆
場　
所　

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
対　
象　

　

栗
山
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
心

　

の
あ
る
方

◆
内　
容

 

・
第
一
部
（
午
後
６
時
～
）

　

栗
山
高
校
の
取
り
組
み
と
開
拓
の
歴

　

史
の
発
表
、
意
見
交
換
会

 

・
第
二
部
（
午
後
８
時
～
）

　

夕
食
交
流
会（
参
加
費
１
５
０
０
円
）

◆
申
込
期
限　
９
月
28
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

第
８
回
栗
山
町
ふ
る
さ
と

　
教
育
交
流
会
の
お
知
ら
せ

「                     」

楽
し
く
体
験
! !

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

　

難
し
そ
う
で
実
は
お
手
軽
！

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
る
も
の

で
、
お
店
で
出
て
く
る
可
愛
い
ラ

テ
ア
ー
ト
を
描
き
ま
す
！

◆
日　
時　
９
月
28
日
㈮

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場　
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
１
０
０
０
円

◆
持
ち
物　
な
し

◆
定　
員　
10
人

◆
講　
師　
尾
崎　

な
な
子
さ
ん

◆
申
込
期
限　
９
月
21
日
㈮

「
お
う
ち
で
で
き
る
ラ
テ
ア
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

講
座

「
体
調
改
善
＆
貯
筋
体
操
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

講
座

◆
日　
時　
10
月
５
日
㈮　

　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場　
所　
南
部
公
民
館

◆
受
講
料　
２
０
０
円

◆
持
ち
物　

長
い
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
、
５
本
指
靴
下
（
無
い
方
は
裸

足
）、
動
き
や
す
い
服
装

◆
定    

員　
20
人

◆
講    

師　

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

大
場　

杏
さ
ん

◆
申
込
期
限　
９
月
28
日
㈮

―
共　
通
―

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
３
３
３
３

火
曜
日

第８回ふるさと教育交流会のお知らせ

　　　昨年の発表の様子

　

セ
ル
フ
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
ス

ト
レ
ッ
チ
や
体
操
で
、
骨
盤
調
整
と

ゆ
が
み
を
整
え
、
病
気
に
な
り
に
く

い
健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

趣
味
を
広
げ
て
み
た
い
方
の
た

め
の
講
座
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

地
域
全
体
で
、
栗
山
の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
交
流

４
町
合
同
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
研
修

栗
山
町
、
長
沼
町
、
南
幌
町
、
由

仁
町
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
受
講
者

が
集
ま
り
、
４
町
合
同
青
少
年
リ
ー

ダ
ー
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前

中
は
、
南
幌
町
で
パ
ッ
ト
カ
ー
リ
ン
グ

を
は
じ
め
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
午
後
か
ら
は
栗
山
公
園
で
行

う
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
向
け
て
、
班
ご
と

で
考
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
町
を
歩
き
な
が

ら
買
い
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
福
井
里
紗
さ
ん
（
栗
山
小
６
年
）
は

「
４
町
の
お
肉
は
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

由
仁
町
の
方
と
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
（
８
月
９
日
）

 10/9

夏
は
元
気
に
プ
ー
ル
へ

ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
く
り
や
ま
ス
イ
ミ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
栗
山
水

泳
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
小
学
生
76
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
競
泳
の
部
で
は
、
児

童
た
ち
が
夏
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

べ
く
、
25
ｍ
自
由
形
や
平
泳
ぎ
な
ど
で

力
強
い
泳
ぎ
を
披
露
し
ま
し
た
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
で
は
、
２
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
団
体
戦
を
行
い
、
水
上
の

浮
島
を
制
限
時
間
内
に
わ
た
り
き
る

「
ど
こ
ま
で
歩
け
る
」や「
水
上
綱
引
き
」

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
真
夏
の
プ
ー
ル

は
、
水
に
親
し
む
児
童
た
ち
の
笑
顔
が

飛
び
交
う
一
日
で
し
た
。（
８
月
１
日
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
完
成

キ
ャ
ン
ド
ル
体
験
教
室

町
民
の
創
作
意
欲
を
高
め
、
地
域

の
芸
術
文
化
の
振
興
を
目
的
と

し
た
工
房
体
験
「
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室
」

が
あ
さ
ひ
工
房
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
町
内
在
住
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
家
・

桜
井
芳
枝
さ
ん
を
迎
え
、
小
学
生
９
人

が
参
加
。
説
明
を
聞
き
な
が
ら
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
１
人
３
個
作
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
中
井
亜
美
さ
ん
（
栗

山
小
３
年
）
は
「
ラ
ッ
プ
や
紙
コ
ッ
プ

を
使
っ
て
、
丸
め
た
り
し
て
い
ろ
い
ろ

な
形
や
色
の
作
品
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
10
日
）

宮
城
県
角
田
市
を
訪
問

姉
妹
都
市
子
ど
も
交
歓
の
集
い

姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
角
田
市

と
の
相
互
交
流
事
業
「
子
ど
も

交
歓
の
集
い
」
が
角
田
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
栗
山
町
か
ら
小
中
学
生
20
人
と

引
率
者
２
人
の
派
遣
団
が
参
加
。
現
地

で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
角
田
宇
宙
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
施
設
見
学
や
角
田
市

の
子
ど
も
た
ち
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、「
め
組
バ
ー
ガ
ー
」
調
理
体
験
な

ど
を
通
し
て
交
流
を
し
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
こ
ん
が
り
と
日
に
焼
け
た

笑
顔
で
無
事
に
帰
町
し
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
２
～
５
日
）
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ふ
る
さ
と然

教
育
通

自

信

毎
月
第
２
日
曜
日
は

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
作
業
日

ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
づ
く
り

参
加
者
募
集
中

◆
期　
間   

11
月
１
日
㈭
～
３
日
㈷

◆
場　
所    

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内　
容   

菊
花
の
展
示
お
よ
び
即
売

第
26
回
く
り
や
ま
音
楽
祭

出
演
者
募
集
！

◆
期　
間　
10
月
18
日
㈭
～
21
日
㈰

◆
場　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
展
示
作
品　

　

絵
画
・
書
道
・
写
真
・
木
彫
り
な
ど

◆
出
品
規
定　
未
発
表
の
自
作
品

◆
募
集
期
限　
９
月
５
日
㈬

◆
そ
の
他

　

作
品
は
初
日
の
午
前
10
時
に
各
自
搬
入

◆
申
込
方
法

　

町
教
育
委
員
会
窓
口
（
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
内
）
で
申
し
込
み

◆
日　
時　
９
月
22
日
㈯
（
３
回
目
）

　

午
前
9
時
～
午
後
３
時

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
内　
容　
稲
刈
り
、コ
ウ
モ
リ
観
察

◆
定　
員　
30
人

◆
参
加
料
（
保
険
料
込
み
）

　

大
人　

２
５
０
０
円　

　

小
人　

２
０
０
０
円

◆
持
ち
物
・
服
装

　
飲
み
物
、帽
子
、タ
オ
ル
、軍
手
、長
靴
、長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
着
替
え
、
昼
食
、
サ
ン
ダ
ル

◆
場　
所　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

◆
申
込
期
限　
９
月
21
日
㈮

（
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
）　

◆
日　
時　
11
月
２
日
㈮　

午
後
２
時
～

◆
場　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

（
芸
能
発
表
会
）　　

◆
日　
時

　

11
月
３
日
㈷　

午
前
10
時
半
～

◆
場　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内　
容　
詩
吟
、
日
舞
な
ど
の
発
表
会

第
51
回
栗
山
町
芸
能
祭

カ
ラ
オ
ケ
・
芸
能
発
表
会

大
輪
が
咲
き
誇
る

第
52
回
栗
山
町
菊
花
展

第
34
回
く
り
や
ま
芸
術
祭

作
品
募
集
！

◆
日　
時　
９
月
30
日
㈰　

正
午
～

◆
場　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

※
短
歌
部
門
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
し
ゃ
る
る
」
で
開
催
し
ま
す
。

◆
内　
容　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

空
知
管
内
郷
土
芸
術
祭

（
文
芸
部
門
）

◆
日    

時　
10
月
27
日
㈯　

午
後
１
時
～

◆
場    

所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内    

容　
町
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

　

個
人
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
や
合
唱
な
ど

◆
募
集
期
限　
９
月
28
日
㈮

◆
申
込
方
法

　

町
教
育
委
員
会
窓
口
（
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
内
）
で
申
し
込
み

◆
日　
時　
９
月
９
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
内　
容　
火
薬
庫
の
沢
の
整
備

◆
持
ち
物
・
服
装

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て

も
い
い
服
装
、
軍
手
、
長
靴

◆
集
合
場
所　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
入
口
広
場

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス

☎
・
FAX　
�
１
６
９
６

こ
ち
ら
の
掲
載
情
報
全
て
の

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

 

く
り
や
ま
芸
術
文
化

   【
問
い
合
わ
せ
】　

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ       

　
☎
�
１
１
１
７   

VOL.17

【期　間】9 月 4 日㈫～ 11 月 16 日㈮
【場　所】スポーツセンター
【対　象】20 歳以上の町民
【定　員】25 人
【受講料】各教室 1,000 円（入館料含む）
【保険料】1,850 円（任意加入）

【申込方法】スポーツセンター窓口で申込用紙に必要
　　　　　 事項を記入し、受講料を添えて提出

【申込期間】9 月 1 日㈯ 午前 9 時より窓口受付開始
  　　　　 ※印鑑を持参してください。

【問い合わせ】スポーツセンター　☎ 72-6161

スポーツセンター教室スポーツセンター教室第 2 期

健康ストレッチヨーガ教室
【日 時】　毎週火曜日　全 2 回

　9 月 4 日㈫、9 月 11 日㈫　11：00 ～ 12：30
【内　容】　

　ストレッチに簡単なヨーガを取り入れた教室、ゆっ
くりと体をほぐしてみませんか？
　講師：札幌健康ストレッチ・ヨーガ愛好会代表
　　　   渋谷　和子さん

体にやさしいピラティス教室
【日 時】　毎週火曜日　全 10 回

 9 月 11 日㈫～ 11 月 13 日㈫　13：30 ～ 14：30
【内　容】

　体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をあわ
せた体にやさしいピラティス教室。バランスボール
を使用したメニューが中心です。

いきいき運動
【日 時】　毎週水曜日　全 10 回

　9 月 12 日㈬～ 11 月 14 日㈬　10：00 ～ 11：00
【内　容】　

　卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心に取り
組むいきいき運動教室。初心者や運動に自信のない
方でも安心の内容です。

ソフトエアロ
【日 時】毎週木曜日　全 7 回

　9 月 13 日㈭～ 10 月 25 日㈭　13：00 ～ 14：00
【内　容】

　エアロビクスの基本的なステップからコンビネー
ションまで、爽快に動くタイプの教室です。

ピラティス教室（夜間の部）
【日 時】　毎月第 2、4 木曜日　19：00 ～20：30

※毎月日時が変動するので受付で確認してください
【内　容】　

　体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をあわせ
た教室。インナーマッスルのエクササイズです。

すこやかストレッチ
【日 時】　毎週金曜日　全 10 回

　9 月 14 日㈮～ 11 月 16 日㈮　10：00 ～ 11：00
【内　容】　

　健康増進のためのストレッチ教室。体力に自信の
ない方にオススメ。基本的なストレッチに加え、バ
ランスボールやストレッチポールなども使います。
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町在住の「家具作家」
宮本　秀仁 さん

【プロフィール】
みやもと　ひでひと
　昭和 39 年 6 月 3 日、静
岡県沼津市に生まれる。栗
山高校柔道部出身で、卒業
後町内企業に就職したのち
独立。家具製作のほか、近
隣の家具作家などとともに
町内をはじめ、札幌市や千
葉県など道内外での展示会
も数多く開催。現在 54 歳。

　町内湯地地区の丘陵地帯にアトリエを構えて
約 20 年となる家具作家の宮本秀仁さん。町内
でも数少ない家具作家としての人生を振り返っ
てくれました。
　町内への就職がきっかけ
　宮本さんは、高校卒業後すぐに就職。2 つの家
具製造会社に計 14 年間勤務した後、34 歳で現
在の家具工房に独立。注文をはじめ、家具の製
作を中心に精力的に活動しています。また、家
具は全て手作りのため、作成期間は最長で椅子
一脚に１カ月程度かかることも。そのような中
でも、「自分のがむしゃらで負けず嫌いな部分は
変わっていませんね」と冷静に分析しています。
　次世代に継承して
　9 月には湯地で３年ぶりに展示会を開催。「家
具から自然に育まれた温もりと力強さを感じて

ほしい」と話す宮本さんは、「自分を育ててく
れたのは町の皆さんのおかげ」と感謝し、「栗
山には力を持った人が数多くいます。そのよう
な人のことをたくさんの方に知ってもらえるよ
う、メディアなどに知らせてほしい」と話して
いました。
　今後の抱負を聞くと「これまでの歴史で受け
継がれてきたもの作りとしての役割を次世代に
バトンタッチできるよう、木工教室などを通し
て貢献していきたい」と意気込みを力強く語っ
てくれました。

【今後の予定】（22 頁参照）
　9 月 8 日・9 日　くりやま家具・工房まつり
　9 月 28 日～ 10 月 21 日　湯地の丘 3 人展

【問い合わせ】　
　家具工房「森巣」　☎ 72-6466
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